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第
１６
期
民
主
平
和
統
一
諮
問
会
議
海
外
地
域
会
議
（
日
本
・
中
国
・
欧
州
・
中
東
・
ア
フ
リ
カ
）
が
１
日
か
ら
３
泊

４
日
の
日
程
で
ソ
ウ
ル
市
内
の
ホ
テ
ル
を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
。
参
加
者
は
日
本
地
域
の
４
協
議
会
２
３
０
余
人
を
は

じ
め
１４
協
議
会
か
ら
５
６
０
余
人
。
最
新
の
北
韓
情
報
や
政
府
の
対
北
政
策
な
ど
統
一
問
題
の
現
状
を
踏
ま
え
、
各
地

域
協
議
会
が
当
面
の
課
題
に
ど
う
参
与
し
て
い
く
の
か
、
そ
れ
ぞ
れ
特
性
を
全
面
に
出
し
な
が
ら
熱
意
の
こ
も
っ
た
討

議
を
重
ね
、
民
族
の
大
躍
進
に
統
一
は
不
可
欠
と
す
る
認
識
を
共
有
し
、
海
外
各
地
の
努
力
を
有
機
的
に
連
動
さ
せ
る

こ
と
で
統
一
準
備
に
貢
献
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

日
本
地
域
が
参
加
し
た
今

回
は
、
米
国
（
４
月
）
、
カ

ナ
ダ
・
中
南
米
・
大
洋
州
・

ロ
シ
ア
・
中
央
ア
ジ
ア
・
東

南
ア
ジ
ア
（
６
月
）
に
続
く

第
３
陣
。
大
統
領
直
属
機
関

の
「
統
一
準
備
委
員
会
」
発

足
（
７
月
１５
日
）
後
で
は
初

の
海
外
地
域
会
議
と
な
っ

た
。日

本
地
域
副
議
長
の
呉
公

太
民
団
中
央
本
部
団
長
は
２

日
、
本
会
議
の
開
幕
を
告
げ

る
あ
い
さ
つ
で
「
朴
槿
恵
大

統
領
を
中
心
に
統
一
へ
の
意

思
を
固
め
、
海
外
同
胞
の
力

の
結
集
を
確
認
す
る
場
に
し

よ
う
」
と
呼
び
か
け
た
（
写

真
）
。
続
い
て
中
国
地
域
の

李
勲
福
、
欧
州
地
域
の
朴
徳

副
議
長
が
開
会
の
あ
い
さ
つ

を
述
べ
た
。

玄
敬
大
首
席
副
議
長
が
基

調
報
告
を
行
い
、
「
統
一
は

歴
史
的
な
非
正
常
を
正
常
化

し
て
民
族
雄
飛
を
保
証
す
る

だ
け
で
な
く
、
世
界
平
和
に

決
定
的
に
貢
献
し
、
ユ
ー
ラ

シ
ア
大
陸
と
太
平
洋
を
結
ん

で
巨
大
な
成
長
潜
在
力
を
引

き
出
す
」
と
し
、
そ
の
実
現

の
た
め
に
堅
固
な
国
民
的
な

意
思
と
国
際
社
会
の
支
持
、

北
韓
住
民
の
呼
応
を
可
能
に

す
る
政
策
を
展
開
し
た
い
と

強
調
し
た
。

「
２
０
１
４
民
主
平
統
主

要
業
務
報
告
」
で
朴
賛
奉
事

務
処
長
は
、
憲
法
機
関
と
し

て
の
統
一
政
策
に
対
す
る
諮

問
・
建
議
機
能
や
、
「
統
一

時
代
市
民
教
室
」
の
運
営
な

ど
で
統
一
準
備
委
と
の
連
携

を
強
化
し
、
汎
国
民
的
な
レ

ベ
ル
で
統
一
推
進
意
識
の
向

上
を
図
る
と
表
明
し
た
。

以
後
、
尹
炳
世
外
交
部
長

官
に
よ
る
国
政
報
告
、
統
一

準
備
委
員
会
の
鄭
鍾
旭
副
委

員
長
ら
に
よ
る
特
別
講
義
３

本
の
ほ
か
、
北
韓
離
脱
者
に

よ
る
証
言
や
提
言
な
ど
が
あ

っ
た
。

（
２
面
に
詳
報
）

い
ず
れ
も
、
統
一
に
関
す

る
最
新
情
報
に
基
づ
い
た
政

策
提
示
や
市
民
運
動
の
経
験

に
裏
打
ち
さ
れ
た
講
義
・
報

告
で
あ
り
、
参
加
者
は
真
剣

な
眼
差
し
で
臨
ん
だ
。

今
会
議
の
テ
ー
マ
は
「
テ

バ
ク
（
大
チ
ャ
ン
ス
）
の
統

一
時
代
、
と
も
に
す
る
統
一

準
備
」
。
全
員
参
加
日
程
最

終
日
の
３
日
、
こ
れ
に
基
づ

い
て
１４
の
協
議
会
が
「
分
任

討
議
」
を
行
い
、
日
本
地
域

を
皮
切
り
に
全
協
議
会
が
そ

れ
ぞ
れ
結
果
を
発
表
し
た
。

海
外
で
祖
国
分
断
の
影
響

が
最
も
色
濃
い
日
本
地
域
の

４
協
議
会
は
「
北
韓
の
人
権

改
善
へ
の
役
割
」（
東
部
）、

「
総
連
同
胞
の
包
摂
と
在
日

社
会
の
統
一
」（
中
部
）、「
同

胞
社
会
活
性
化
と
次
世
代
育

成
の
方
向
」
（
近
畿
）
、
「
韓

日
交
流
活
性
化
と
統
一
運
動

強
化
」
（
西
部
）
を
テ
ー
マ

に
報
告
し
た
。

在
日
委
員
は
、
約
９
万
３

０
０
０
人
に
お
よ
ん
だ
北
送

同
胞
を
忘
れ
ず
、
す
で
に
２

０
０
余
人
に
達
し
た
元
在
日

同
胞
脱
北
者
へ
の
支
援
を
強

化
す
る
だ
け
で
な
く
、
北
韓

と
日
本
の
政
府
間
協
議
で
も

北
送
同
胞
の
安
否
確
認
、
往

来
実
現
を
促
し
、
総
連
な
ど

従
北
勢
力
に
よ
る
反
韓
・
反

統
一
策
動
に
、
民
団
と
と
も

に
果
敢
に
対
処
す
る
決
意
を

新
た
に
し
た
。

閉会式のフィナーレで肩を組み「若者たち」を合唱する在日同胞大学生たち

「まじめに遊ぼう！」をテーマに、全国か

ら在日同胞大学生が集い、講演やリクレーシ

ョン、韓国人アーティストによる文化・芸術

公演の鑑賞を通じて、交流と友情を深めるＫ

ＳＪ２０１４（在日大学生ジャンボリー）が５日

から２泊３日間、東京で開催された。北は北

海道、南は沖縄から１３８人が参加。ほとんど

が日本生まれだが、在日同胞学生とのふれあ

いを求め、留学生や韓国の学生も参加した。

開会式で呉公太民団中央本部団長は「民団

が最も力を注いでいるのが次世代育成だ。こ

こに集まった大学生のみなさんが連帯と友情

を深め、在日次世代のネットワークを拡大し

てほしい」と期待を込めた。

次世代育成を重点事業に掲げる民団では、

夏休み期間を活用し、小・中・高・大学生の

母国連帯事業を開催してきた。ＫＳＪはその

締めくくり。３日間のイベントを終えた参加

者は、「同胞学生の友だちができたことがう

れしい」「一生の思い出。次回もこのような

イベントに必ず参加したい」と声をそろえた。

（３面に詳報）

新潟でサムルノリと能楽競演
民団新潟本部は韓日親善活動のさらなる活性

化を図ろうと親善協会総会に合わせて「韓日伝
統芸能の宴」を開催。 （５面）

釜山大好き日本人
「勝手にＰＲ大使」

釜山の魅力をタイムリー
に伝える日本語のフリーペ
ーパー『釜山びより』を手
がけて６年目の桃井のりこ
さん。 （６面）

国
連
人
種
差
別
撤
廃
委
員

会
は
、
８
月
２０
日
と
２１
日
に

ス
イ
ス
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
人

種
差
別
撤
廃
条
約
の
実
施
状

況
に
関
す
る
日
本
政
府
報
告

書
の
審
査
を
行
い
、
同
２９
日

に
日
本
政
府
に
対
し
て
、
在

日
コ
リ
ア
ン
ら
に
対
す
る
ヘ

イ
ト
ス
ピ
ー
チ（
憎
悪
表
現
）

問
題
に「
毅
然
と
対
処
」し
、

法
律
で
規
制
す
る
よ
う
勧
告

す
る
「
最
終
見
解
」
を
公
表

し
た
。

日
本
は
「
正
当
な
言
論
ま

で
も
不
当
に
委
縮
さ
せ
る
危

険
を
冒
し
て
ま
で
処
罰
立
法

措
置
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
ほ
ど
の
状
況
に
あ
る

と
は
考
え
て
い
な
い
」
と
の

見
解
か
ら
、
人
種
差
別
の
宣

伝
・
扇
動
の
法
律
に
よ
る
禁

止
と
処
罰
を
定
め
て
い
る
条

約
第
４
条
（
ａ
）
（
ｂ
）
の

留
保
を
固
持
し
続
け
て
い

る
。こ

れ
に
対
し
て
、
委
員
会

は
「
最
終
見
解
」
で
、
日
本

で
の
暴
力
的
な
ヘ
イ
ト
ス
ピ

ー
チ
の
広
が
り
に
懸
念
を
表

明
。
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
対
策

を
、
そ
の
他
の
抗
議
活
動
な

ど
の
「
表
現
の
自
由
」
を
規

制
す
る
「
口
実
と
し
て
使
わ

れ
て
は
な
ら
な
い
」
と
く
ぎ

を
刺
す
と
同
時
に
、
差
別
的

な
街
宣
デ
モ
な
ど
へ
の
断
固

と
し
た
対
応
や
、
そ
う
し
た

行
動
に
責
任
あ
る
個
人
や
団

体
を
捜
査
し
、
必
要
な
場
合

は
起
訴
す
る
よ
う
求
め
た
。

ま
た
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
を

行
っ
た
公
職
者
や
政
治
家
に

対
し
て
の
制
裁
も
促
し
た
。

さ
ら
に
、
第
４
条（
ａ
）（
ｂ
）

の
留
保
の
撤
回
の
検
討
を
勧

告
し
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
の

法
規
制
や
、
人
種
差
別
禁
止

法
の
制
定
を
促
し
た
。

日
本
の
人
権
状
況
を
審
査

し
て
い
た
国
連
自
由
権
規
約

委
員
会
も
７
月
、
ヘ
イ
ト
ス

ピ
ー
チ
な
ど
人
種
差
別
を
助

長
す
る
行
為
の
禁
止
を
求
め

る
勧
告
を
発
表
し
て
い
る
。

関
東
大
震
災
（
１
９
２
３

年
）
か
ら
９１
周
年
の
９
月
１

日
、
東
京
、
神
奈
川
、
千
葉
、

埼
玉
な
ど
、
関
東
地
区
の
民

団
は
、
大
震
災
の
混
乱
時
に

日
本
軍
・
警
察
や
、
各
地
に

つ
く
ら
れ
た
自
警
団
な
ど
に

よ
っ
て
虐
殺
さ
れ
た
数
千
人

に
の
ぼ
る
同
胞
の
冥
福
を
祈

る
追
悼
式
を
、
各
地
で
開
い

た
。参

加
者
は
、
あ
ら
た
め
て

事
件
の
真
相
の
究
明
を
求
め

る
と
と
も
に
、
二
度
と
そ
の

よ
う
な
悲
劇
を
繰
り
か
え
さ

せ
な
い
と
の
決
意
を
新
た

に
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
（
憎

悪
表
現
）の
根
絶
に
尽
力
し
、

居
住
地
域
の
住
民
と
し
て
共

生
共
栄
社
会
の
構
築
お
よ
び

韓
日
関
係
改
善
へ
懸
け
橋
の

役
割
を
い
っ
そ
う
強
化
す
る

こ
と
を
確
認
し
た
。

東
京
・
港
区
南
麻
布
の
韓

国
中
央
会
館
で
営
ま
れ
た
第

９１
周
年
関
東
大
震
災
殉
難
同

胞
追
念
式
に
は
、
柳
興
洙
駐

日
大
使
、
民
団
中
央
本
部
の

呉
公
太
団
長
、
韓
在
銀
監
察

委
員
長
ら
幹
部
、
民
団
東
京

本
部
の
幹
部
、
各
支
部
支
団

長
、
婦
人
会
、
青
年
会
の
幹

部
を
は
じ
め
１
５
０
人
余
り

が
参
列
し
た
。

柳
大
使
と
呉
中
央
団
長
に

よ
る
代
表
献
花
の
後
、
金
秀

吉
東
京
本
部
団
長
は
追
念
辞

で
「
今
日
、
日
本
社
会
は
大

虐
殺
の
事
実
を
消
し
去
ろ
う

と
し
て
い
る
。
ま
た
９１
年
と

い
う
歳
月
に
よ
り
、
そ
の
歴

史
的
認
識
が
希
薄
化
し
て
い

る
」と
述
べ
、「
我
々
に
は
、

虐
殺
と
い
う
歴
史
的
事
実
が

後
世
に
正
し
く
伝
え
ら
れ
、

二
度
と
そ
の
よ
う
な
蛮
行
が

引
き
起
こ
さ
れ
な
い
よ
う
に

す
べ
き
使
命
が
あ
る
」
と
強

調
し
た
。
参
列
者
は
、
犠
牲

者
の
冥
福
を
祈
り
献
花
し

た
。
大
震
災
が
起
き
た
午
前

１１
時
５８
分
を
期
し
て
全
員
が

起
立
し
て
黙
祷
を
捧
げ
た
。

（
５
面
に
関
連
記
事
）

韓
国
中
央
会
館
で
の
関
東
大

震
災
殉
難
同
胞
追
念
式

会
議
参
加
者
は
２
日
、
青

瓦
台
で
民
主
平
統
議
長
で
あ

る
朴
槿
恵
大
統
領
と
の
「
統

一
対
話
」
に
臨
ん
だ
。

年
頭
に「
統
一
テ
バ
ク（
大

チ
ャ
ン
ス
）
」
論
を
提
起
し

て
以
降
、
朴
大
統
領
は
ド
レ

ス
デ
ン
宣
言
（
ド
イ
ツ
、
３

月
）
で
こ
れ
を
具
体
化
し
、

７
月
に
は
統
一
を
体
系
的
に

準
備
す
る
統
一
準
備
委
員
会

を
発
足
さ
せ
、
光
復
節
慶
祝

辞
で
は
「
小
さ
な
統
一
」
か

ら
始
め
よ
う
と
呼
び
か
け
て

き
た
。
統
一
準
備
機
運
は
い

つ
に
な
く
高
ま
り
つ
つ
あ

る
。こ

う
し
た
状
況
を
背
景
に

朴
大
統
領
は
、
「
分
断
さ
れ

て
い
て
も
我
々
は
、
韓
半
島

と
い
う
一
つ
の
空
間
の
中

の
、
一
つ
の
民
族
だ
。
環
境

・
民
生
・
文
化
か
ら
通
路
を

開
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
共
同
体

を
形
成
す
る『
小
さ
な
統
一
』

か
ら
始
め
よ
う
」
と
述
べ
、

「
統
一
準
備
に
民
主
平
統
が

よ
り
大
き
な
役
割
を
果
た
す

よ
う
期
待
す
る
」
と
表
明
し

た
。各

協
議
会
か
ら
は
「
統
一

支
援
に
向
け
た
国
際
世
論
の

醸
成
」
「
次
世
代
に
対
す
る

統
一
教
育
の
充
実
」
「
北
韓

離
脱
同
胞
へ
の
支
援
」
な
ど

に
関
す
る
政
策
提
言
が
あ
っ

た
。日

本
地
域
か
ら
は
朴
相
泓

幹
事
（
民
団
事
務
副
総
長
）

が
総
連
同
胞
を
対
象
に
し
た

母
国
訪
問
事
業
の
再
開
、
元

在
日
同
胞
脱
北
者
へ
の
支
援

充
実
を
提
起
し
、
合
わ
せ
て

日
本
社
会
に
お
け
る
ヘ
イ
ト

ス
ピ
ー
チ
（
憎
悪
表
現
）
に

積
極
対
処
す
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
。

２
面
に
詳
報
、

４
面
に
関
連
記
事

「
悲
劇
繰
り
返
さ
せ
ぬ
」

関
東
大
震
災

９１
周
年
追
念
式

共
生
社
会
構
築
に
尽
力

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
対
処
を

国
連
委

法
規
制
日
本
に
勧
告

青
瓦
台
で
「
統
一
対
話
」

朴
大
統
領
「
海
外
」へ
の
期
待
表
明

民
族
大
躍
進
に
不
可
欠

１６
期
民
主
平
統

海
外
地
域
会
議

「
準
備
委
」と
連
携
強
化

統統
一一
準準
備備
へへ
結結
集集
誓誓
うう

日
中
欧
な
ど
１４
協
議
会
５６０
余
人
参
加

���

���

ＫＳＪ
２０１４もっと広がれこの笑顔

（毎週水曜日発行）週 刊２０１４年９月１０日（水曜日）民 団 新 聞（１９６５年８月７日第三種郵便物認可第２７号・東鉄局特別扱承認新聞第１１号。定価月額５００円。但し団員は団費に含む）

次
号
は
９
月
２４
日
付

第２７８８号（１）

今号の読みどころ
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◆オランダ国王、１１月に国賓訪韓

朴槿恵大統領

の招請により、

オランダのウィ

レム・アレクサ

ンダー国王とマ

キシマ王妃�写

真�が１１月３～

４日、国賓として訪韓する。昨年４

月に王位を継承したアレクサンダー

国王は皇太子時代に４回訪韓した。

◆Ｕ１８野球アジア選手権で韓国優勝

野球のＵ１８（１８歳以下）第１０回ア

ジア選手権の決勝戦が６日、タイの

バンコクで行われ、韓国は日本を２

―１で下し、２大会ぶり４度目の優

勝を飾った。

◆サッカー代表監督にドイツ出身

大韓サッカー協会は５日、韓国代

表の新監督にドイツ出身のウリ・シ

ュティーリケ氏�写真�を

選任したと発表した。契約

期間は１８年ロシアＷ杯ま

で。同監督はレアル・マド

リードでプレーし、外国人

選手賞を４度受賞。現役引退後は、

スイスやドイツのクラブチーム監

督、ドイツ代表の首席コーチなどを

務めた。１０月１０日と１４日の親善試合

から指揮をとる予定。

◆柳賢振投手が無四球で１４勝目

大リーグ・ドジャースの柳賢振投

手は１日、パドレス戦に先発、７イ

ニングを１失点（４安打無四球）に

抑えて７―１で勝ち、昨年と並ぶ１４

勝目（６敗）をあげた。負傷で１８日

ぶりにマウンドに立ったが、最高球

速１５２�のストレートや落差の大き

いカーブで打者をほんろうした。

◆８月韓国映画観客初の２５００万人超

韓国映画振興委員会によると、韓

国映画の８月観客動員数が２５０６万

１２８２人と、昨年

の２１９６万人を更

新し初めて月間

２５００万人を突破

した。８月の韓

国映画のシェア

は７７．９％と、外国映画の２２．１％を圧

倒した。７月３０日封切の「鳴梁」�
写真�が１５５１万人を動員し、李舜臣

ブームを巻き起こしている。

◆仁川空港に新サービス導入へ

自分で荷物の手続きができる「セ

ルフバッグドロップ」システムを、

仁川国際空港が年末までに導入す

る。自動化機器が搭乗券を認識した

後に荷物を入れれば自動で引換証

（手荷物タグ）が発券される。荷物

を預ける長い列が解消されそうだ。

◆ロッテ免税店、関西空港に出店

関西国際空港の第１旅客ターミナ

ルに４日、ロッテ免税店が３３０平方

�の売り場をオープンした。日本に

進出した最初の大型免税店。化粧品

やファッション雑貨、電子製品、腕

時計などを販売する。

◆日本人専用のソウル～全州バス

韓国観光公社と全州市（全羅北道）

は８月末から、日本人観光客専用の

ソウル～全州往復シャトルバスの運

行を開始した。１１月９日まで週末の

金・土・日曜日に運行される。ソウ

ルのロッテホテルから全州の韓屋村

に向かい、全州ビビンパ調理体験、

マッコリ醸造所見学などを行う。ガ

イドつきで料金は１０万�。

◆１０歳の高卒認定試験合格取消

２０１１年、当時小学４年生たったユ

・スンウォン君が中学入学検定試験

の願書を提出したが、教育庁が「受

験資格がない」として門前払いした

ため提訴した件に関して、大法院（最

高裁判所）は８月２９日、「『中学入学

認定試験を受験するためには満１２歳

に達していなければならない』と規

定している現行法は不当ではない」

との判決を下した。１２年に最年少（１０

歳）で高卒程度認定試験に合格した

が、今回の判決で合格も取り消され

ることになった。

人
種
差
別
撤
廃
条
約
の
順

守
状
況
を
監
視
す
る
国
連
人

種
差
別
撤
廃
委
員
会
が
８
月

２９
日
に
公
表
し
た
対
日
審
査

「
最
終
見
解
」
は
、
前
回
（
２

０
１
０
年
）
に
比
べ
、
ヘ
イ

ト
ス
ピ
ー
チ
の
記
述
が
大
幅

に
増
加
。
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ

の
法
規
制
は「
表
現
の
自
由
」

と
相
い
れ
な
い
も
の
で
は
な

い
と
強
調
し
て
い
る
。

最
終
見
解
は
、「
４
条（
ａ
）

（
ｂ
）
項
の
留
保
の
撤
回
あ

る
い
は
そ
の
範
囲
の
縮
減
を

求
め
た
委
員
会
の
勧
告
に
関

し
て
締
約
国
（
日
本
）
が
述

べ
た
見
解
お
よ
び
理
由
に
留

意
す
る
も
の
の
、
締
約
国
が

そ
の
留
保
を
維
持
す
る
と
い

う
決
定
を
遺
憾
に
思
う
。
人

種
差
別
思
想
の
流
布
や
表
明

が
刑
法
上
の
名
誉
毀
損
罪
お

よ
び
他
の
犯
罪
を
構
成
し
う

る
こ
と
に
留
意
し
つ
つ
も
、

委
員
会
は
、
締
約
国
の
法
制

が
４
条
の
す
べ
て
の
規
定
を

十
分
遵
守
し
て
い
な
い
こ
と

を
懸
念
す
る
」
と
表
明
。

日
本
政
府
に
対
し
て
、
４

条
（
ａ
）
（
ｂ
）
項
の
留
保

の
撤
回
を
検
討
す
る
こ
と
を

促
す
と
と
も
に
、
４
条
の
規

定
を
実
施
す
る
目
的
で
、
法

律
、
特
に
刑
法
を
改
正
す
る

た
め
の
適
切
な
手
段
を
講
じ

る
よ
う
求
め
た
。

さ
ら
に
「
締
約
国
に
お
け

る
、
外
国
人
や
マ
イ
ノ
リ
テ

ィ
ー
、
と
り
わ
け
コ
リ
ア
ン

に
対
す
る
人
種
主
義
的
デ
モ

や
集
会
を
組
織
す
る
右
翼
運

動
も
し
く
は
右
翼
集
団
に
よ

る
切
迫
し
た
暴
力
へ
の
煽
動

を
含
む
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
の

ま
ん
延
の
報
告
」
「
公
人
や

政
治
家
に
よ
る
ヘ
イ
ト
ス
ピ

ー
チ
や
憎
悪
の
煽
動
と
な
る

発
言
の
報
告
」
「
集
会
の
場

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
含
む

メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る
ヘ
イ
ト

ス
ピ
ー
チ
の
広
が
り
と
人
種

主
義
的
暴
力
や
憎
悪
の
煽

動
」、「
そ
の
よ
う
な
行
為
が

必
ず
し
も
適
切
に
捜
査
や
起

訴
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
」
に

懸
念
を
明
ら
か
に
し
た
。

委
員
会
は
、
「
人
種
主
義

的
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
お
よ
び

ヘ
イ
ト
ク
ラ
イ
ム
か
ら
の
防

御
の
必
要
の
あ
る
被
害
を
う

け
や
す
い
集
団
の
権
利
を
守

る
こ
と
の
重
要
性
を
思
い
起

こ
す
よ
う
」
促
し
、
�１
憎
悪

お
よ
び
人
種
主
義
の
表
明
並

び
に
集
会
に
お
け
る
人
種
主

義
的
暴
力
と
憎
悪
に
断
固
と

し
て
取
り
組
む
こ
と
�２
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
含
む
メ
デ
ィ

ア
に
お
け
る
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー

チ
と
闘
う
た
め
の
適
切
な
手

段
を
取
る
こ
と
�３
そ
う
し
た

行
動
に
責
任
の
あ
る
民
間
の

個
人
並
び
に
団
体
を
捜
査

し
、
必
要
な
場
合
は
起
訴
す

る
こ
と
�４
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ

お
よ
び
憎
悪
扇
動
を
流
布
す

る
公
人
お
よ
び
政
治
家
に
対

す
る
適
切
な
制
裁
を
追
求
す

る
こ
と
�５
人
種
主
義
的
ヘ
イ

ト
ス
ピ
ー
チ
の
根
本
的
原
因

に
取
り
組
み
、
人
種
差
別
に

つ
な
が
る
偏
見
と
闘
い
、
異

な
る
国
籍
、
人
種
あ
る
い
は

民
族
の
諸
集
団
の
間
で
の
理

解
、
寛
容
そ
し
て
友
好
を
促

進
す
る
た
め
に
、
教
育
、
文

化
そ
し
て
情
報
の
方
策
を
強

化
す
る
こ
と
�
�
を
勧
告
し

た
。委

員
会
は
ま
た
、
国
民
年

金
制
度
に
つ
い
て
「
１
９
５

２
年
に
日
本
国
籍
を
喪
失
し

た
コ
リ
ア
ン
を
含
む
多
く
の

市
民
で
な
い
者
が
、
国
民
年

金
制
度
の
も
と
で
排
除
さ

れ
、
年
金
受
給
資
格
を
得
ら

れ
な
い
ま
ま
と
な
っ
て
い
る

こ
と
」
と
「
国
籍
条
項
の
た

め
に
８２
年
１
月
１
日
以
前
に

年
金
受
給
資
格
を
喪
失
し
た

市
民
で
な
い
者
お
よ
び
同
日

時
点
で
２０
歳
以
上
で
あ
っ
た

そ
の
他
障
害
の
あ
る
市
民
で

な
い
者
に
つ
い
て
も
、
障
害

基
礎
年
金
受
給
か
ら
排
除
さ

れ
た
ま
ま
で
あ
る
」
こ
と
に

懸
念
を
表
明
し
た
。

「
年
齢
要
件
に
よ
っ
て
国

民
年
金
制
度
か
ら
排
除
さ
れ

た
ま
ま
に
あ
る
市
民
で
な
い

者
、
特
に
コ
リ
ア
ン
が
、
国

民
年
金
制
度
に
お
け
る
受
給

資
格
を
得
ら
れ
る
た
め
の
措

置
を
講
じ
る
こ
と
」
お
よ
び

「
現
時
点
で
受
給
資
格
の
な

い
市
民
で
な
い
者
が
障
害
基

礎
年
金
の
適
用
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
法
を
改
正
す
る
こ

と
」
を
勧
告
し
て
い
る
。

「
慰
安
婦
」
問
題
に
つ
い

て
も
、
権
利
侵
害
に
関
し
て

調
査
し
、
「
真
摯
な
謝
罪
表

明
と
適
切
な
賠
償
」
を
含
む

包
括
的
な
解
決
を
目
指
し
、

慰
安
婦
へ
の
中
傷
や
問
題
を

否
定
す
る
試
み
を
非
難
す
る

よ
う
求
め
た
。

最
終
見
解
は
ま
た
、
日
本

政
府
に
対
し
て
、
教
育
機
会

の
提
供
に
差
別
が
な
い
よ
う

「
朝
鮮
学
校
へ
の
補
助
金
支

給
を
再
開
す
る
か
、
も
し
く

は
維
持
す
る
」
よ
う
地
方
自

治
体
に
勧
め
る
こ
と
を
促
し

て
い
る
。

実
は
預
金
と
同
様
に
不
動

産
の
相
続
問
題
も
深
刻
な
の

で
す
。

補
償
金
目
当
て
の

「
墳
墓
基
地
権
」も

お
墓
の
山
も
相
続
の
対
象

で
す
。
お
墓
を
分
配
す
る
人

は
い
な
い
で
し
ょ
う
か
ら
、

そ
の
ま
ま
法
定
相
続
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
勝
手
に
法

定
相
続
扱
い
に
な
っ
て
い
る

の
で
す
か
ら
、
お
墓
の
土
地

の
共
同
所
有
者
に
な
っ
て
い

る
自
覚
も
あ
り
ま
せ
ん
。

ご
存
じ
の
よ
う
に
済
州
島

に
は
鉄
道
が
あ
り
ま
せ
ん
。

交
通
手
段
は
バ
ス
と
タ
ク
シ

ー
で
し
た
が
、
近
代
化
と
と

も
に
当
然
車
社
会
と
な
り
ま

し
た
。
道
路
網
の
整
備
も
急

速
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
道
路

を
造
る
の
に
便
利
な
山
手
に

は
当
然
お
墓
が
あ
り
ま
す
。

道
路
用
地
に
な
る
と
土
地
収

用
代
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

観
光
地
化
す
る
と
海
岸
沿
い

の
荒
れ
地
で

す
ら
本
人
も

気
付
か
な
い

う
ち
に
価
値

が
上
が
り
ま

す
。
こ
の
よ

う
な
事
例
は

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

昔
は
、
占
い
師
に
勧
め
ら

れ
て
他
人
の
土
地
に
勝
手
に

埋
葬
し
て
お
墓
を
建
て
た
そ

う
で
す
。
管
理
さ
れ
て
い
な

い
畑
に
補
償
金
目
当
て
で
墓

を
建
て
る
人
も
い
ま
し
た
。

０１
年
以
前
に
建
て
ら
れ
た
墓

は
２０
年
経
っ
た
ら
「
墳
墓
基

地
権
」
が
与
え
ら
れ
、
土
地

所
有
者
も
撤
去
を
求
め
ら
れ

ま
せ
ん
。
確
実
に
価
値
が
下

が
り
ま
す
。
た
ま
に
は
他
人

の
墓
が
な
い
か
視
察
し
た
方

が
良
い
で
す
。

私
の
知
り
合
い
で
韓
国
の

土
地
を
父
親
か
ら
相
続
し
た

人
が
い
ま
す
が
、
手
続
き
を

未
だ
に
し
て
い
ま
せ
ん
。

故
郷
に
あ
る
畑
で
叔
母
が

管
理
し
て
い
る
と
、
父
か
ら

聞
い
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、

幼
少
の
頃
そ
の
叔
母
と
会
っ

た
き
り
で
顔
も
覚
え
て
お
ら

ず
、
今
で
は
直
接
の
交
流
も

あ
り
ま
せ
ん
。
と
い
う
よ
り

も
韓
国
語
も
で
き
な
い
し
、

２０
年
近
く
韓
国
へ
行
っ
て
い

ま
せ
ん
。

つ
ま
り
、
そ
の
土
地
が
ど

こ
に
あ
る
の
か
も
知
ら
な
い

の
で
す
。
見
た
こ
と
も
な
い

土
地
を
相
続
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
す
が
、
手
続
き

も
分
か
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
は

ど
こ
に
あ
る
の
か
？

価
値

が
ど
れ
だ
け
か
？

を
調
べ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
で

は
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
良
い

の
で
し
ょ
う
か
？

幸
い
に
も
１
９
９
９
年
か

ら
、
韓
国
の
自
治
行
政
部
地

籍
電
算
網
を
利
用
し
て
「
先

祖
の
土
地
探
し
」
制
度
が
で

き
て
い
ま
す
。
祖
先
の
住
民

登
録
番
号
が
わ
か
れ
ば
、
簡

単
に
電
算
情
報
で
不
動
産
を

探
す
こ
と
が
で
き
る
制
度
で

す
。在

日
は
、
住
民
登
録
番
号

が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
先
祖
の

名
前
で
照
会
で
き
ま
す
。
先

祖
の
名
義
で
土
地
が
あ
る
と

推
定
さ
れ
る
特
別
市
・
広
域

市
・
道
庁
地
籍
部
署
に
本
人

お
よ
び
相
続
人
が
直
接
訪
問

し
て
閲
覧
請
求
書
を
提
出
す

れ
ば
直
ち
に
照

会
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
が
、

他
の
者
へ
委
任

す
る
こ
と
も
可

能
で
す
。
所
有

す
る
不
動
産
が

あ
る
と
聞
い
て
い
た
人
た
ち

に
は
朗
報
で
す
。
利
用
し
な

い
手
は
あ
り
ま
せ
ん
。

在
外
国
民
の
申
請
手
続
で

必
要
な
書
類
は
、
�１
先
祖
の

除
籍
謄
本
（
土
地
所
有
者
が

２
０
０
７
年
１２
月
３１
日
以
前

に
死
亡
し
て
直
系
尊
卑
属
が

申
請
す
る
場
合
）
ま
た
は
、

家
族
関
係
証
明
書
お
よ
び
基

本
証
明
書
（
土
地
所
有
者
が

０８
年
１
月
１
日
以
後
に
死
亡

し
て
直
系
尊
卑
属
が
申
請
す

る
場
合
）
�２
申
請
者
の
パ
ス

ポ
ー
ト
あ
る
い
は
外
国
人
登

録
証
等
の
身
分
証
持
参
�３
個

人
申
請
者
用
地
籍
電
算
資
料

利
用
申
込
書
（
市
・
郡
・
区

庁
地
籍
業
務
部
署
に
具
備
）

を
提
出
�４
ま
た
、
代
理
人
が

申
し
込
む
場
合
は
所
定
の
委

任
状
・
印
鑑
証
明
書
等
で
す
。

個
人
的
な
不
動
産

業
者
に
は
注
意
を

私
が
済
州
支
店
に
派
遣
さ

れ
て
い
た
時
、
３
件
の
詐
欺

ま
が
い
の
不
動
産
売
買
が
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
。
代
金
の

受
け
渡
し
が
銀
行
だ
っ
た
の

で
自
然
と
取
引
の
概
略
が
分

か
っ
て
き
ま
す
。
要
す
る
に

在
日
が
韓
国
の
不
動
産
事
情

に
不
慣
れ
な
こ
と
を
利
用
し

て
相
場
の
ご
ま
か
し
を
す
る

の
で
す
。
比
較
す
る
相
場
の

提
示
が
な
く
、
怪
し
い
路
線

価
の
よ
う
な
も
の
で
価
格
が

決
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

在
日
の
被
害
者
は
韓
国
語

も
で
き
ず
、
近
隣
の
不
動
産

業
者
と
比
べ
る
余
裕
も
な
く

一
方
的
な
取
引
を
さ
せ
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
調
べ
て
み
る

と
相
場
よ
り
３
割
ほ
ど
低
い

価
格
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
個

人
の
不
動
産
ブ
ロ
ー
カ
ー
に

は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
せ
め

て
公
認
仲
介
士
の
資
格
を
確

認
す
る
か
、
そ
れ
な
り
の
規

模
の
会
社
を
選
び
ま
し
ょ

う
。

民
団
が
伝
達

民
団
中
央
本
部
の
呉
公
太

団
長
は
４
日
、
ソ
ウ
ル
の
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
パ
ー
ク
テ
ル
で

第
１４
回
大
韓
民
国
青
少
年
サ

ー
ク
ル
競
進
大
会
（
国
民
体

育
振
興
公
団
・
女
性
家
族
部

主
催
）
へ
の
賛
助
金
と
し
て

２
０
０
０
万
�
を
伝
達
し

た
。同

大
会
を
主
管
す
る
ソ
ウ

ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
パ
ー
ク
テ

ル
の
金
グ
ァ
ン
ヒ
社
長
に
手

渡
し
た
�
写
真
。

民
団
の
オ
リ
ニ
育
成
事
業

に
対
す
る
ソ
ウ
ル
パ
ー
ク
テ

ル
の
積
極
的
な
協
力
・
支
援

へ
の
感
謝
を
込
め
て
行
わ
れ

た
。

「
信
頼
外
交
」で

世
界
に
も
貢
献

国
政
報
告

「
統
一
環
境

の
変
化
と
外
交
政
策
の
方

向
」（
尹
炳
世
外
務
部
長
官
）

「
多
国
間
協
議
シ
ス
テ
ム
の

な
い
東
北
ア
ジ
ア
は
難
題
が

同
時
多
発
し
て
お
り
、
韓
半

島
の
平
和
定
着
と
地
域
の
新

秩
序
形
成
に
こ
こ
数
年
が
分

水
嶺
に
な
る
。
米
国
と
は
史

上
最
善
の
関
係
を
持
続
さ

せ
、
中
国
と
は
新
時
代
を
築

き
、
日
本
と
は
安
定
的
関
係

の
発
展
へ
努
力
強
化
す
る
。

中
堅
国
な
ら
で
は
の
信
頼
外

交
に
よ
っ
て
グ
ロ
ー
バ
ル
・

ガ
バ
ナ
ン
ス
に
寄
与
す
る
」

特
別
講
義
�

「
最
近
の

北
韓
動
向
と
南
北
関
係
の
展

望
」（
民
主
平
統
常
任
委
員
、

金
英
秀
・
西
江
大
教
授
）「
金

正
恩
は
、
将
星
に
も
厳
し
い

軍
事
教
練
を
課
す
な
ど
軍
幹

部
を
締
め
付
け
、
韓
流
ド
ラ

マ
に
は
ま
る
住
民
を
徹
底
駆

逐
す
る
一
方
で
、
民
心
の
取

り
込
み
に
腐
心
し
て
い
る
。

韓
・
米
に
対
す
る
敵
愾
心
を

団
結
力
維
持
の
手
段
に
し
て

お
り
、
南
北
関
係
は
ゼ
ロ
サ

ム
・
ゲ
ー
ム
の
次
元
を
脱
し

て
い
な
い
」

特
別
講
義
�

「
韓
半
島

統
一
時
代
の
た
め
の
方
向
と

課
題
」
（
統
一
準
備
委
民
間

副
委
員
長
、
鄭
鍾
旭
・
仁
川

大
碩
座
教
授
）
「
統
一
部
に

登
録
さ
れ
た
統
一
運
動
団
体

は
３
０
０
余
も
あ
る
。
統
一

・
対
北
政
策
の
差
異
は
大
き

く
、
南
々
葛
藤
を
深
化
さ
せ

る
要
因
と
も
な
っ
て
き
た
。

統
一
は
コ
ス
ト
で
は
な
く
機

会
で
あ
り
、
先
進
国
入
り
へ

の
大
前
提
と
す
る
立
場
か
ら

理
念
的
な
統
合
を
追
求
し
、

国
民
の
共
感
を
育
む
」

特
別
講
義
�

「
疎
通
と

芸
術
」
（
韓
国
文
化
芸
術
会

館
連
合
会
会
長
、
高
鶴
燦
・

芸
術
の
殿
堂
代
表
）
「
Ｓ
Ｎ

Ｓ
な
ど
意
思
疎
通
手
段
が
豊

富
な
時
代
と
は
言
え
、
疎
通

は
機
器
の
問
題
で
は
な
く
感

性
と
感
性
、
心
と
心
の
問
題

だ
。
同
窓
会
で
校
歌
を
歌
え

ば
５０
年
の
歳
月
も
超
え
て
一

体
感
が
生
ま
れ
る
。
民
族
情

緒
豊
か
な
民
謡
・
歌
謡
な
ど

分
断
の
壁
を
越
え
て
共
有
し

よ
う
」

脱
北
者
と
共
に

生
き
、
夢
見
て

体
験
証
言

「
私
の
経
験

し
た
北
韓
」
（
池
成
浩
・
Ｎ

Ａ
Ｕ
Ｈ
代
表
）
「
小
さ
な
統

一
と
は
政
治
・
経
済
の
観
点

で
は
な
く
、
人
対
人
の
問
題

の
は
ず
。
南
の
一
人
ひ
と
り

が
２
万
５
０
０
０
人
に
達
す

る
脱
北
者
と
友
人
と
な
り
、

と
も
に
生
き
、
と
も
に
夢
見

る
方
法
を
練
習
す
る
こ
と

だ
。
統
一
推
進
だ
け
で
な
く

社
会
的
統
合
に
も
最
重
要
な

役
割
を
果
た
す
」

在
中
朝
鮮
族
の

支
持
勢
力
化
を

「
分
任
討
論
」
結
果
発
表

特
に
注
目
さ
れ
た
の
は
中

国
地
域
と
中
東
地
域
だ
ろ

う
。
中
国
は
血
盟
関
係
の
北

韓
と
は
疎
遠
に
な
る
一
方
、

韓
国
と
は
蜜
月
関
係
に
あ

る
。
そ
れ
で
も
北
韓
へ
の
影

響
力
は
強
い
だ
け
に
、
統
一

問
題
で
同
一
歩
調
を
確
保
す

べ
く
、
民
間
統
一
外
交
を
通

じ
て
共
感
帯
を
拡
大
す
る
と

し
た
。

ま
た
中
国
に
は
、
南
北
の

い
ず
れ
に
も
往
来
可
能
な
朝

鮮
族
が
２
０
０
万
人
近
く
存

在
し
て
い
る
。
だ
が
、
韓
国

内
に
お
け
る
差
別
的
な
処
遇

か
ら
反
韓
感
情
を
募
ら
せ
て

い
る
こ
と
に
留
意
し
、
朝
鮮

族
を
基
礎
的
な
支
持
勢
力
に

抱
き
込
む
方
策
の
必
要
性
が

強
調
さ
れ
た
。

中
東
地
域
は
、
同
地
域
に

外
貨
稼
ぎ
の
た
め
の
北
韓
労

働
者
が
約
９
０
０
０
人
滞
在

し
て
い
る
点
を
重
視
し
た
。

彼
ら
に
自
由
は
ま
っ
た
く
な

く
、
出
会
え
る
可
能
性
は
ほ

と
ん
ど
な
い
と
し
て
も
、
正

確
な
人
員
数
や
居
住
状
況
を

把
握
し
、
緊
急
事
態
が
起
き

て
も
適
切
に
対
処
す
る
態
勢

を
整
え
た
い
と
し
た
。

在
日
志
願
軍
は

民
族
史
の
誇
り

ト
ピ
ッ
ク

玄
敬
大
首
席

副
議
長
は
基
調
演
説
の
冒

頭
、
在
日
学
徒
義
勇
軍
同
志

会
の
李
奉
男
会
長
を
紹
介

し
、
「
在
外
国
民
の
世
界
最

初
の
義
勇
軍
参
戦
は
、
第
３

次
中
東
戦
争
（
６７
年
）
に
お

け
る
イ
ス
ラ
エ
ル
と
さ
れ
て

き
た
。
だ
が
そ
の
１７
年
前
、

６
・
２５
韓
国
戦
争
に
在
日
同

胞
６
４
２
人
が
参
戦
し
て
い

る
。
こ
れ
は
海
外
同
胞
全
体

の
誇
り
だ
」
と
称
え
、
「
そ

の
よ
う
な
海
外
同
胞
一
人
ひ

と
り
の
歴
史
を
大
韓
民
国
は

記
憶
す
る
。
力
を
合
わ
せ
前

進
し
よ
う
」と
呼
び
か
け
た
。

日本地域から２３０人が参加した海外地域会議

民
主
平
統
海
外
地
域
会
議

仁
川
で
１９
日
か
ら
開
催
さ

れ
る
ア
ジ
ア
大
会
（
～
１０
月

４
日
）
に
出
場
す
る
韓
国
選

手
団
は
過
去
最
多
の
１
０
６

８
人
と
な
っ
た
。
選
手
８
３

１
人
の
ほ
か
、
本
部
役
員
６０

人
、
競
技
役
員
１
７
７
人
が

参
加
す
る
。
団
長
は
大
韓
ヨ

ッ
ト
協
会
の
朴
舜
浩
会
長
が

務
め
る
。

１１
日
に
は
ソ
ウ
ル
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
公
園
・
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
ホ
ー
ル
で
結
団
式
を
行

う
。
鄭

原
国
務
総
理
や
金

鍾
徳
文
化
体
育
観
光
部
長
官

ら
が
出
席
し
、
選
手
を
激
励

す
る
。

韓
国
は
今
大
会
で
金
メ
ダ

ル
９０
個
以
上
、
５
大
会
連
続

の
総
合
２
位
を
目
標
に
掲
げ

て
い
る
。

先
発
隊
が
５
日
と
１２
日
に

仁
川
の
選
手
村
に
向
か
い
、

１６
日
に
は
選
手
団
本
隊
が
仁

川
入
り
す
る
。

な
お
、
ア
ジ
ア
大
会
の
韓

国
選
手
団
は
こ
れ
ま
で
２
０

１
０
年
広
州
大
会
の
１
０
１

０
人
が
最
多
。
０２
年
の
釜
山

大
会
で
は
１
０
０
７
人
が
参

加
し
た
。

北
韓
か
ら
２７３
人

北
韓
は
５
日
、
仁
川
ア
ジ

ア
大
会
に
参
加
す
る
選
手
と

代
表
団
２
７
３
人
の
リ
ス
ト

を
韓
国
側
に
提
出
し
た
。
統

一
部
が
伝
え
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
北
韓
は

金
ヨ
ン
フ
ン
北
韓
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
委
員
会
委
員
長
、
孫
光

浩
副
委
員
長
ら
、
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
委
員
会
代
表
団
６
人
を

派
遣
す
る
。

北
韓
は
テ
レ
ビ
局
の
記
者

団
４
人
の
リ
ス
ト
と
取
材
計

画
、
選
手
団
の
入
国
方
法
も

通
知
し
た
。
選
手
代
表
団
は

高
麗
航
空
の
直
行
便
で
１１
日

か
ら
５
次
に
わ
た
り
仁
川
入

り
す
る
。
総
連
系
の
選
手
と

記
者
は
日
本
か
ら
仁
川
に
入

る
。

（詳報）

外換銀行調べ
（９月９日現在）

１万円

１００，００９
ウォン

９９，９１０
ウォン

両替時

ウォン⇒円

円⇒ウォン

１万円

９８，４５５
ウォン

９５，５４５
ウォン

送金時

韓国⇒日本

日本⇒韓国

分
か
っ
て
ま
す
？

韓
国
内
資
産

�６

全
国
相
続
協
会
相
続
支
援
セ
ン
タ
ー

在
日
韓
国
人
相
続
相
談
室
室
長

鄭

相

憲

不不
動動
産産
のの
相相
続続

墓
地
の
山
も
対
象
に

先
祖
の
名
前
で
照
会
が
可
能

青青少少年年大大会会にに２２千千万万ウウオオ
ンン

日
本
の
留
保
に
懸
念

国
民
年
金
・
慰
安
婦
に
も
対
応
を

「表現の自由」と

法律規制は別
「ヘイト」最終見解

仁
川
ア
ジ
ア
大
会

韓
国
選
手
団

史
上
最
多
１
０
６
８
人

（２）２０１４年９月１０日（水曜日）民 団 新 聞（第３種郵便物認可）第２７８８号
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こ
れ
ま
で
Ｋ
Ｓ
Ｊ
は
毎

年
、
在
日
韓
国
学
生
会
が
独

自
に
開
催
し
て
き
た
が
、
今

年
は
民
団
が
主
催
。
次
世
代

育
成
を
重
点
事
業
に
と
ら
え

規
模
を
拡
大
、
留
学
生
な
ど

に
も
対
象
を
広
げ
た
。

閉
会
式
で
は
各
班
の
代
表

が
一
言
メ
ッ
セ
ー
ジ
。
声
を

揃
え
た
の
は
、
同
じ
立
場
の

同
胞
の
大
学
生
と
知
り
合
え

た
事
だ
。

金
英
知
さ
ん
（
広
島
）
は

「
民
団
の
行
事
は
初
め
て
。

韓
国
の
文
化
や
歴
史
を
知
る

機
会
と
な
っ
た
。
先
輩
の
話

は
と
て
も
勇
気
が
わ
い
た
」

と
満
足
。
朴
愛
鐸
さ
ん
（
愛

知
）
も
「
多
く
の
仲
間
と
出

会
え
た
こ
と
に
感
謝
し
た

い
」
と
声
を
詰
ま
ら
せ
た
。

リ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
や
東
京

ス
ポ
ッ
ト
観
光
も
好
評
。

李
亜
里
沙
さ
ん
（
愛
知
）

は
「
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
で
違

う
班
の
人
た
ち
と
交
流
で
き

た
の
が
楽
し
か
っ
た
。
ス
カ

イ
ツ
リ
ー
も
最
高
」
と
声
を

弾
ま
せ
た
。姜
知
雲
さ
ん（
大

阪
）
も
「
両
親
が
昔
、
こ
の

よ
う
な
在
日
の
イ
ベ
ン
ト
で

知
り
あ
っ
た
こ
と
が
き
っ
か

け
で
結
婚
し
た
。
も
し
か
し

た
ら
、
僕
ら
の
中
か
ら
も
そ

ん
な
例
が
出
る
か
も
」
と
期

待
を
込
め
て
い
た
。

ラ
イ
ブ
や
講
演
も
参
加
者

に
大
き
な
印
象
を
与
え
た
。

白
沙
希
さ
ん
（
宮
城
）
は

「
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
も
ギ
タ
ー

も
す
ば
ら
し
い
。
で
も
サ
ム

ル
ノ
リ
の
演
奏
は
も
っ
と
す

ご
い
。
私
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
み
た
い
」
と
意
欲
的
。

留
学
生
の
李
�
浩
さ
ん

（
大
阪
）
は
「
各
界
で
活
躍

し
て
い
る
在
日
同
胞
か
ら
多

く
を
学
ん
だ
。
な
に
よ
り
も

み
ん
な
と
知
り
合
え
た
こ
と

が
一
生
の
宝
」
と
目
を
輝
か

せ
た
。

学
生
会
の
李
紳
地
会
長
は

「
こ
こ
で
培
っ
た
友
情
を
さ

ら
に
広
げ
る
た
め
に
も
今
後

も
学
生
会
の
行
事
に
ぜ
ひ
参

加
し
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
か

け
た
。

閉会式後、各班がステージ
で記念写真を撮り合う

Ｋ
Ｓ
Ｊ
２
０
１
４
（
在
日
大
学
生
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
）
の
参
加
者
は
１
３
８
人
の
学
生

と
民
団
や
青
年
会
な
ど
の
運
営
ス
タ
ッ
フ
合
わ
せ
て
１
５
０
余
人
。
Ｎ
Ｙ
Ｃ
（
国
立
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー
）
を
宿
所
に
３
日
間
の
日
程
を
「
Ｓ
ｔ
ｕ
ｄ
ｙ
」

「
Ｅ
ｎ
ｊ
ｏ
ｙ
」「
Ｃ
ｕ
ｌ
ｔ
ｕ
ｒ
ｅ
」
の
テ
ー
マ
に
分
け
て
学
び
、
楽
し
ん
だ
。

真剣な表情で講演に聞き入る参加者

�上
各
地
と
韓
国
か
ら
も
参
加
し
た
１
３

８
人
の
同
胞
大
学
生

�下
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
ス
タ
ー
の
イ
・
ゴ
ン

ミ
ョ
ン
の
フ
ァ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は

こ
ん
な
ポ
ー
ズ
で
記
念
写
真
も

初
日
の
「
Ｓ
ｔ
ｕ
ｄ
ｙ

Ｄ
ａ
ｙ
」
は
、
開
会
式
後
に

各
界
で
活
躍
す
る
在
日
３
世

の
先
輩
を
講
師
に
話
を
開
い

た
。
「
Ｔ
ｅ
ａ
ｃ
ｈ

Ｆ
ｏ

ｒ

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」
で
学
習

支
援
事
業
に
従
事
す
る
東
大

大
学
院
生
の
李
炯
植
さ
ん

（
２３
）
を
皮
切
り
に
、
弁
護

士
の
金
弘
智
さ
ん
（
３３
）
、

産
業
総
合
研
究
所
の
主
任
研

究
員
で
ロ
ボ
ッ
ト
開
発
・
制

作
会
社
「
ラ
イ
フ
ロ
ボ
テ
ィ

ク
ス
」
の
代
表
、
尹
祐
根
さ

ん
（
４２
）
が
、
在
日
と
し
て

生
き
て
き
た
体
験
談
を
交
え

な
が
ら
、
数
度
の
挫
折
を
乗

り
越
え
て
現
在
の
職
位
に
至

っ
た
経
緯
な
ど
を
披
露
。
何

事
も「
必
ず
夢
を
実
現
す
る
」

心
構
え
を
持
ち
続
け
て
ほ
し

い
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

呉
公
太
民
団
中
央
団
長
は

自
ら
の
学
生
時
代
を
振
り
返

り
な
が
ら
、
「
学
生
時
代
の

体
験
こ
そ
人
生
を
決
定
す
る

財
産
に
な
る
。
一
人
で
も
多

く
の
同
胞
仲
間
と
ふ
れ
あ

い
、
将
来
の
同
胞
社
会
を
担

っ
て
ほ
し
い
」
と
メ
ッ
セ
ー

ジ
。
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
問
題

に
つ
い
て
も
ふ
れ
、
「
み
な

さ
ん
が
安
心
し
て
生
き
て
い

け
る
共
生
社
会
づ
く
り
へ
民

団
は
全
力
で
努
力
し
て
い

く
」
と
述
べ
た
。

日
本
サ
ム
ス
ン
の
元
顧
問

で
エ
ム
ア
イ
総
研
の
石
田
賢

さ
ん
は
、
韓
国
最
大
の
財
閥

「
三
星
」
の
歴
史
や
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
、
経
営
方
針
、
人

事
・
市
場
戦
略
な
ど
多
分
野

に
わ
た
っ
て
日
本
企
業
と
比

較
解
説
し
た
。

「
Ｅ
ｎ
ｊ
ｏ
ｙ

Ｄ
ａ
ｙ
」

の
２
日
目
は
、
ボ
ウ
リ
ン
グ

大
会
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
あ

と
、
若
者
に
人
気
の
ス
ポ
ッ

ト
、
お
台
場
と
東
京
ス
カ
イ

ツ
リ
ー
な
ど
を
観
光
。

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
の
賞
品

が
ソ
ウ
ル
往
復
チ
ケ
ッ
ト
や

人
気
タ
ブ
レ
ッ
ト
と
あ
っ

て
、
参
加
者
た
ち
も
気
合
い

充
分
。
人
気
番
組
「
Ｐ
リ
ー

グ
」
に
出
演
中
の
韓
国
人
女

子
プ
ロ
ボ
ウ
ラ
ー
、
キ
ム
・

ス
ル
ギ
が
ゲ
ス
ト
参
戦
し
、

各
レ
ー
ン
で
ア
ド
バ
イ
ス
し

な
が
ら
一
緒
に
ゲ
ー
ム
。
同

じ
大
学
生
世
代
と
あ
っ
て
、

参
加
学
生
も
片
言
な
が
ら
も

積
極
的
に
ウ
リ
マ
ル
を
交
え

な
が
ら
話
し
か
け
た
。

お
台
場
で
の
炭
焼
き
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
は
各
班
毎
に
テ
ー

ブ
ル
を
囲
ん
で
共
同
作
業
。

賑
や
か
な
会
話
が
続
い
た
。

大
半
が
関
東
以
外
と
あ
っ

て
、
お
台
場
や
初
の
東
京
ス

カ
イ
ツ
リ
ー
展
望
は
学
生
も

大
喜
び
。
展
望
台
で
は
知
り

合
っ
た
仲
間
同
士
で
の
記
念

撮
影
が
続
い
た
。

夜
は
韓
国
中
央
会
館
で
立

食
パ
ー
テ
ィ
後
、
閔
栄
治
さ

ん
の
サ
ム
ル
ノ
リ
公
演
。
半

円
の
ス
テ
ー
ジ
と
、
そ
れ
を

囲
む
学
生
た
ち
が
一
体
と
な

っ
て
民
俗
の
リ
ズ
ム
を
楽
し

ん
だ
。

李
炯
植
さ
ん

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
サ
ム
ル
ノ

リ
の
演
奏
に
大
喜
び

金
弘
智
さ
ん

プロのキム・スルギ（左から２人目）も参戦し
たボウリング大会では各レーンで交流を広げた

「
Ｃ
ｕ
ｌ
ｔ
ｕ
ｒ
ｅ

Ｄ

ａ
ｙ
」
の
最
終
日
は
、
元
学

生
会
長
で
、
大
手
放
送
局
勤

務
の
李
民
和
さ
ん
（
３１
）
と

大
手
広
告
代
理
店
に
就
職
し

た
柳
太
漢
さ
ん
に
よ
る
Ｏ
Ｂ

ト
ー
ク
。
学
生
会
時
代
の
思

い
出
話
や
裏
話
、
民
団
や
在

日
社
会
と
の
つ
な
が
り
の
契

機
な
ど
を
語
り
な
が
ら
、
職

場
の
近
況
を
述
べ
、
就
活
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
し
た
。

こ
の
後
、
Ｋ
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
ス
タ
ー
、イ
・
ゴ
ン
ミ
ョ
ン

さ
ん
と
の
フ
ァ
ン
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
に
続
き
、
在
日
２
世
ヴ

ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
の
丁
讃
宇

さ
ん
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
リ

ス
ト
、
朴
葵
姫
さ
ん
の
ラ
イ

ブ
コ
ン
サ
ー
ト
を
鑑
賞
。
在

日
と
し
て
生
き
て
き
た
体
験

な
ど
、
ト
ー
ク
を
交
え
た
丁

さ
ん
の
演
奏
、
ギ
タ
ー
界
の

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
、
朴
さ
ん

が
奏
で
る
郷
愁
と
情
熱
、
正

確
無
比
な
フ
レ
ー
ジ
ン
グ
と

し
な
や
か
な
奏
法
に
固
唾
を

呑
み
な
が
ら
聴
き
入
っ
た
。

尹
祐
根
さ
ん

間近に見るサム
ルノリに感動も
ひとしお

在
日
２
世
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ

ス
ト
丁
讃
宇
さ
ん

閉
会
式
で
は
各
班
代
表
が

「
絶
対
ま
た
参
加
し
た
い
」

呉
公
太
団
長

班別にテーブルを囲むバーベ
キューでは会話が弾む

ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
リ
ス
ト
の

朴
葵
姫
さ
ん

石
田
賢
さ
ん

元
学
生
会
長
２
人
に
よ

る
Ｏ
Ｂ
ト
ー
ク
で
は
就

活
の
ア
ド
バ
イ
ス
も

「
夢
は
実
る
」先
輩
ハ
ッ
パ

第

１

日

第

２

日

第

３

日

将将来来へへ 勇勇気気ももららっったた初初
のの
民民
団団
主主
催催
でで

活活
況況
のの
在在
日日
大大
学学
生生
ジジ
ャャ
ンン
ボボ
リリ
ーー

民
俗
リ
ズ
ム
に
ウ
ズ
ウ
ズ

就
活
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
も

「
仲
間
づ
く
り
一
生
の
宝
」

第２７８８号（第３種郵便物認可）民 団 新 聞２０１４年９月１０日（水曜日）（３）
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駐
日
本
大
韓
民
国
大
使
館

夫
人
会
は
６
日
、
荒
川
区
立

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
て
い
る
民
団
東
京
本
部

の
「
荒
川
土
曜
オ
リ
ニ
ハ
ン

グ
ル
学
校
」を
激
励
に
訪
れ
、

同
本
部
の
金
秀
吉
団
長
に
支

援
金
を
手
渡
し
た
。
こ
れ
は

ア
ジ
ア
各
国
の
駐
日
大
使
夫

人
ら
で
つ
く
る
「
ア
ジ
ア
夫

人
友
好
会
」
が
４
月
に
主
催

し
た
バ
ザ
ー
の
収
益
金
の
一

部
。同

夫
人
会
を
代
表
し
て
高

明
媛
さ
ん（
政
務
公
使
夫
人
）

と
金
仁
京
さ
ん
（
経
済
公
使

夫
人
）
が
駆
け
つ
け
た
。
金

団
長
は
「
土
曜
学
校
の
子
ど

も
た
ち
の
た
め
、
大
事
に
使

わ
せ
て
い
た
だ
く
」
と
感
謝

の
言
葉
を
述
べ
た
。

こ
の
日
は
夏
休
み
が
明
け

て
最
初
の
学
習
日
と
な
っ

た
。
子
ど
も
た
ち
１６
人
が
２

班
に
分
か
れ
、
韓
国
や
中
国

な
ど
を
旅
行
し
た
夏
休
み
の

思
い
出
を
絵
に
し
て
発
表
し

た
。
民
団
荒
川
支
部
か
ら
秦

富
澤
支
団
長
、
朴
漢
奎
監
察

委
員
長
ら
が
参
席
。

駐
日
韓
国
大
使
館
夫
人
会
（
左
の
２
人
）
か
ら
の
支
援
金

を
手
に
笑
顔
を
見
せ
る
民
団
東
京
・
金
秀
吉
団
長

【
ソ
ウ
ル
】
公
立
善
隣
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
高
等
学
校

（
ソ
ウ
ル
市
龍
山
区
）
と
私

立
関
西
大
倉
高
等
学
校
（
大

阪
府
茨
木
市
）
は
１
日
、
ソ

ウ
ル
市
内
の
ホ
テ
ル
で
姉
妹

結
縁
３０
周
年
を
祝
っ
た
。

両
校
と
も
大
倉
財
閥
の
寄

付
か
ら
発
展
し
た
兄
弟
校

で
、
校
章
は
い
ず
れ
も
大
倉

家
の
家
紋
を
か
た
ど
っ
た

「
五
階
菱
」を
用
い
て
い
る
。

解
放
後
は
交
流
が
途
絶
え

て
い
た
が
、
大
倉
高
等
学
校

の
卒
業
生
で
も
あ
る
徐
龍
達

さ
ん
（
桃
山
学
院
大
学
名
誉

教
授
）
の
仲
介
の
も
と
８４
年

６
月
２３
日
に
姉
妹
結
縁
が
成

立
し
た
。
翌
２４
日
に
は
善
隣

側
の
総
同
門
会
と
関
西
大
倉

同
窓
会
も「
姉
妹
結
縁
証
書
」

を
交
わ
し
、
両
校
の
交
流
に

「
物
心
両
面
で
の
支
援
を
行

う
」こ
と
を
約
束
し
あ
っ
た
。

３０
周
年
式
典
で
は
、
善
隣

総
同
門
会
の
金
光
浩
会
長
か

ら
徐
さ
ん
に
「
功
労
牌
」
が

贈
ら
れ
た
。
席
上
、
徐
さ
ん

は
両
校
の
姉
妹
結
縁
３０
周
年

を
祝
い
、
「
善
隣
高
と
関
西

大
倉
高
の
国
際
交
流
と
今
後

の
展
望
」
と
題
す
る
基
調
講

演
も
行
っ
た
。

善
隣
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
高

校
の
前
身
は
善
隣
商
業
高
校

で
、
作
曲
家
の
古
賀
政
男
さ

ん
や
日
本
社
会
党
書
記
長
を

務
め
た
江
田
三
郎
さ
ん
も
同

門
。徐

さ
ん
は
５１
年
に
関
西
大

倉
高
校
を
卒
業
し
た
。

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
運
動
体
と
人
権
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
中
心
に
構
成
さ
れ
て

い
る
「
人
種
差
別
撤
廃
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
は
２
日
、
参
議
院
議
員
会
館
で
会
見

し
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
を
含
む
国
連
人
種
差
別
撤
廃
委
員
会
か
ら
の
勧
告
を
速
や
か
に

実
施
す
る
よ
う
訴
え
た
。
会
見
に
臨
ん
だ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
関
係
者
と
国
会
議
員
、
合
わ

せ
て
７
人
は
、
い
ず
れ
も
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
日
本
政
府
報
告
書
の
審
査
を
傍
聴
し
た
。

「最終見解」について論評を加える各ＮＧＯ代表

料
理
を
つ
く
り

韓
国
語
学
習
も

民
団
品
川「
オ
リ
ニ
教
室
」

民
団
東
京
・
品
川
支
部（
南

圭
吉
支
団
長
）は
８
月
１９
日
、

区
内
の
荏
原
文
化
セ
ン
タ
ー

で
「
オ
リ
ニ
料
理
教
室
」
を

開
催
し
た
。
同
支
部
の
「
土

曜
教
室
」
に
通
う
オ
リ
ニ
の

ほ
か
、
地
域
在
住
の
子
ど
も

た
ち
も
加
わ
り
、
１３
人
が
参

加
し
た
。

メ
ニ
ュ
ー
は
キ
ム
パ
と
キ

ム
チ
チ
ヂ
ミ
。
講
師
を
務
め

た
権
嘉
娟
さ
ん
（
Ｃ
Ｊ
フ
ー

ド
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
・
ジ
ャ
パ
ン
）

が
チ
ョ
ッ
パ
（
わ
け
ぎ
）
、

ケ
ー
ラ
ン
（
卵
）
と
そ
れ
ぞ

れ
の
食
材
を
紹
介
し
な
が

ら
、
「
韓
国
語
で
覚
え
て
み

ま
し
ょ
う
」と
呼
び
か
け
た
。

子
ど
も
た
ち
は
お
母
さ
ん

に
見
守
ら
れ
な
が
ら
、
慣
れ

な
い
包
丁
を
手
に
し
た
。
要

所
要
所
で
お
母
さ
ん
の
手
助

け
が
あ
っ
た
も
の
の
、
な
ん

と
か
無
事
に
料
理
２
品
を
完

成
さ
せ
た
。

同
支
部
の
李
蘭
香
事
務
部

長
は
、
「
親
子
で
一
緒
に
料

理
を
つ
く
る
機
会
な
ん
て
な

か
な
か
な
い
。
い
い
思
い
出

に
な
っ
て
く
れ
れ
ば
」
と
期

待
を
込
め
た
。

慣れない包丁を手にする子どもたち

在
日
同
胞
が
縁
結
び
役

有
田
芳
生
参
議
院
議
員
に

よ
れ
ば
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
の

審
査
に
先
だ
っ
て
差
別
扇
動

・
排
外
主
義
的
な
団
体
が
日

本
全
国
で
行
っ
た
街
頭
示
威

行
動
の
模
様
が
一
部
、
紹
介

さ
れ
た
。
映
像
を
見
た
各
委

員
か
ら
は
、
「
差
別
主
義
者

を
警
察
が
守
っ
て
い
る
よ
う

に
見
え
る
」
と
驚
き
の
声
が

あ
が
っ
た
。
ま
た
、
「
暴
力

の
扇
動
は
表
現
の
自
由
と
は

相
容
れ
な
い
」
と
指
摘
す
る

委
員
も
い
た
と
い
う
。

「
最
終
見
解
」
は
日
本
国

内
の
人
権
状
況
の
中
で
も
特

に
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
に
つ
い

て
、
責
任
あ
る
個
人
や
団
体

を
捜
査
し
て
必
要
な
ら
ば
起

訴
す
る
こ
と
や
、
公
人
、
公

的
機
関
が
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ

を
批
判
す
る
よ
う
求
め
て
い

る
。こ

れ
に
つ
い
て
「
外
国
人

人
権
法
連
絡
会
」
の
師
岡
康

子
さ
ん
は
、
「
人
種
主
義
的

な
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
、
ヘ
イ

ト
ク
ラ
イ
ム
か
ら
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
ー
の
尊
厳
を
守
る
こ
と

が
重
要
」
と
し
た
の
が
今
回

の
勧
告
の
本
質
だ
と
指
摘
。

同
時
に
、
規
制
が
乱
用
さ
れ

る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
と
言
及
し
て
い
る
こ
と
も

大
事
な
点
だ
と
述
べ
た
。

一
方
、
日
本
政
府
の
報
告

書
は
「
現
行
法
で
対
処
で
き

て
い
る
」
と
勧
告
内
容
を
否

定
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い

て
師
岡
さ
ん
は
、
「
ヘ
イ
ト

ス
ピ
ー
チ
を
批
判
す
る
カ
ウ

ン
タ
ー
側
を
厳
し
く
取
り
締

ま
る
だ
け
。
現
行
法
の
不
適

切
な
運
用
だ
け
が
目
立
つ
」

と
批
判
。
日
本
政
府
が
ヘ
イ

ト
ス
ピ
ー
チ
を
含
む
人
種
差

別
を
禁
止
す
る
法
制
度
を
整

え
る
よ
う
求
め
た
。

席
上
、
有
田
参
議
院
議
員

か
ら
は
、
超
党
派
で
「
人
種

差
別
撤
廃
基
本
法
」
の
制
定

を
め
ざ
し
、
今
秋
の
臨
時
国

会
に
も
法
案
を
提
出
す
る
方

向
で
準
備
を
進
め
て
い
る
と

の
報
告
が
あ
っ
た
。

日
本
政
府
へ
の
勧
告
は
こ

れ
が
３
回
目
。
同
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
に
よ
れ
ば
、
今
回
の
日

本
政
府
報
告
書
は
、
１０
年
に

受
け
た
勧
告
を
ど
の
よ
う
に

実
施
し
た
の
か
に
つ
い
て
具

体
的
に
記
述
し
て
い
な
か
っ

た
。
こ
の
た
め
、
「
次
回
は

実
施
し
た
か
ど
う
か
、
実
施

し
て
い
な
け
れ
ば
そ
の
理
由

を
き
ち
ん
と
報
告
す
る
よ
う

に
」
と
促
さ
れ
る
場
面
も
見

ら
れ
た
と
い
う
。

【
大
阪
】
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー

チ
に
対
す
る
抑
止
策
を
検
討

し
て
い
る
大
阪
市
の
橋
下
徹

市
長
は
、
人
権
被
害
を
受
け

た
被
害
者
が
慰
謝
料
な
ど
を

求
め
る
裁
判
を
起
こ
し
や
す

く
す
る
た
め
、
税
金
で
訴
訟

費
用
を
全
額
負
担
す
る
制
度

の
創
設
を
目
指
し
て
い
る
。

３
日
、
大
学
教
授
や
弁
護

士
か
ら
な
る
市
人
権
施
策
推

進
審
議
会
（
会
長
�
坂
本
茂

樹
・
同
志
社
大
教
授
）
に
制

度
の
創
設
が
可
能
か
ど
う
か

を
諮
問
し
た
。
審
議
会
か
ら

の
答
申
を
受
け
た
う
え
で
、

条
例
で
定
め
る
こ
と
も
検
討

し
て
い
く
。

橋
下
市
長
は
、
「
表
現
の

自
由
を
徹
底
し
て
保
障
し
よ

う
と
い
う
枠
組
み
が
あ
る
中

で
、
行
政
、
公
権
力
が
差
別

的
表
現
か
ど
う
か
を
判
断
す

る
の
は
危
険
だ
」
と
指
摘
。

支
援
制
度
の
狙
い
に
つ
い

て
、
「
司
法
の
場
で
解
決
を

図
る
こ
と
で
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ

ー
チ
を
抑
え
込
む
こ
と
が
で

き
る
」
と
述
べ
た
。

こ
の
問
題
で
は
在
日
同
胞

フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
、
李
信
恵

さ
ん
（
４３
、
東
大
阪
市
）
が

昨
年
か
ら
、
ネ
ッ
ト
上
な
ど

で
民
族
差
別
的
な
発
言
を
繰

り
返
し
受
け
て
き
た
と
し
て

２
件
合
わ
せ
て
２
７
５
０
万

円
の
損
害
賠
償
を
求
め
る
訴

え
を
大
阪
地
裁
に
起
こ
し
て

い
る
。

最
新
の
文
化
、進
路
相
談
も

【
大
阪
】
韓
国
か
ら
優
し

く
て
か
っ
こ
い
い
大
学
生
た

ち
１４
人
が
夏
休
み
を
利
用
し

て
金
剛
学
園
を
訪
れ
、
韓
国

の
最
新
の
文
化
を
届
け
た
。

大
学
生
た
ち
は
国
際
的
な
奉

仕
団
体
「
國
人
」
に
所
属
す

る
メ
ン
バ
ー
。
韓
国
国
内
の

大
学
を
め
ざ
す
高
校
生
に
は

実
践
さ
な
が
ら
の
進
路
指
導

も
行
っ
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
名
は
日
本
文

部
科
学
省
後
援
の
「
國
人
２

０
１
４
グ
ロ
ー
バ
ル
・
メ
ン

ト
リ
ン
グ
ー
」
。
２
～
８
日

ま
で
の
滞
在
期
間
中
、
４
日

間
に
わ
た
っ
て
金
剛
学
園
の

児
童
生
徒
６５
人
と
韓
国
に
興

味
を
持
つ
近
隣
の
日
本
の
学

生
の
指
導
に
あ
た
っ
た
。

「
カ
ル
チ
ャ
ー
ク
ラ
ス
」

で
は
Ｋ
―
Ｐ
Ｏ
Ｐ
、
ハ
ン
グ

ル
書
道
を
は
じ
め
、
韓
国
で

ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
さ
れ
た
最

新
の
韓
国
文
化
を
伝
え
た
。

特
に
溶
か
し
た
砂
糖
を
材
料

と
す
る
タ
ル
ナ
ゴ
（
カ
ル
メ

焼
き
）
づ
く
り
は
、
子
ど
も

た
ち
に
好
評
だ
っ
た
。ま
た
、

「
在
外
国
民
選
考
対
策
ク
ラ

ス
」
で
は
本
番
さ
な
が
ら
の

模
擬
面
接
や
、
自
己
紹
介
用

の
作
文
づ
く
り
を
指
導
し

た
。同

校
教
員
の
崔
明
柱
さ
ん

は
「
最
終
日
に
は
子
ど
も
た

ち
が
涙
目
で
学
生
た
ち
と
の

別
れ
を
惜
し
ん
で
い
た
。
得

が
た
い
体
験
と
な
っ
た
よ
う

だ
」
と
語
っ
た
。
な
お
、
同

様
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
京
都
国

際
学
園
で
も
７
月
、
４
日
間

に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
。

全
国
選
抜
の
在
日

「
私
の
夢
」を
語
る

東
京
韓
学
で
マ
ル
ハ
ギ
大
会

「
私
の
夢
」
を
テ
ー
マ
と

し
た
第
２
回
全
日
本
マ
ル
ハ

ギ
大
会
が
６
日
、
東
京
韓
国

学
校
（
呉
公
太
理
事
長
、
秋

秉
菊
校
長
）で
開
催
さ
れ
た
。

米
国
に
本
拠
を
置
く
私
の
夢

国
際
財
団（
孫
昌
賢
理
事
長
）

と
東
京
韓
国
学
校
の
共
催
。

大
会
に
は
韓
国
語
を
母
語

と
し
な
い
全
国
の
在
日
同
胞

２
０
２
人
の
な
か
か
ら
選
ば

れ
た
１４
人
が
出
場
。
東
京
韓

学
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
同
校
児
童
・
生

徒
ら
２
０
０
人
を
前
に
専
門

学
者
や
パ
テ
ィ
シ
エ
を
め
ざ

し
て
い
る
と
い
っ
た
夢
を
語

っ
た
。

審
査
の
結
果
、
玉
才

さ

ん
（
東
京
韓
国
学
校
高
等
部

１
学
年
）が
１
等
に
選
ば
れ
、

米
国
招
待
旅
行
の
権
利
と
賞

金
５
万
円
を
獲
得
し
た
。
大

会
を
見
守
っ
た
秋
校
長
は
、

「
昨
年
よ
り
も
意
欲
と
自
信

に
あ
ふ
れ
た
ス
ピ
ー
チ
を
聴

け
た
。
内
容
も
洗
練
さ
れ
て

き
て
い
る
」
と
印
象
を
語
っ

た
。

紙
工
芸
の
で
き
ば
え
に
思
わ
ず
に
ん
ま
り

す
る
女
子
学
生
た
ち

【
大
阪
】「�
ヘ
イ
ト
ス
ピ

ー
チ
（
憎
悪
表
現
）�
に
表

現
の
自
由
は
あ
る
か
」
を
テ

ー
マ
と
し
た
市
民
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
が
８
月
３１
日
、
堺
市
産

業
振
興
会
館
で
開
か
れ
、
市

民
１
８
０
人
が
参
加
し
た
。

主
催
は
「
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー

チ
と
表
現
の
自
由
を
考
え
る

堺
市
民
の
会
」
（
共
同
代
表

�
前
田
純
一
、呉
時
宗
）。
排

外
主
義
系
の
団
体
が
７
月
、

市
内
の
公
共
施
設
を
使
っ
て

「
従
軍
慰
安
婦
」
を
ね
つ
造

と
す
る「
検
証
展
」を
開
き
、

被
害
者
を
侮
蔑
し
た
ば
か
り

か
、
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
に

対
す
る
民
族
憎
悪
を
煽
り
立

て
た
こ
と
か
ら
、
ヘ
イ
ト
ス

ピ
ー
チ
を
抑
制
す
る
た
め
の

法
整
備
や
社
会
づ
く
り
を
考

え
よ
う
と
企
画
し
た
。

講
演
で
丹
羽
雅
雄
弁
護
士

は
、
「
差
別
を
な
く
す
責
任

主
体
は
第
一
に
国
で
あ
り
、

自
治
体
で
あ
る
」
と
強
調
。

差
別
禁
止
法
制
定
の
必
要
性

を
訴
え
た
。

国
際
人
権
法
に
詳
し
い
大

阪
女
学
院
大
学
の
教
員
、
元

百
合
子
さ
ん
も
、
「
ヘ
イ
ト

ス
ピ
ー
チ
か
ら
の
害
を
規
制

す
る
こ
と
は
常
識
で
あ
り
、

こ
の
ま
ま
放
置
し
て
い
く
と

社
会
の
不
寛
容
に
つ
な
が

る
」
と
提
起
し
た
。

呉
共
同
代
表
（
民
団
堺
支

部
支
団
長
）
は
、
「
民
団
は

誰
も
が
安
心
し
て
平
和
に
暮

ら
せ
る
こ
と
を
願
う
団
体
で

あ
り
、
地
域
と
と
も
に
偏
見

や
差
別
の
な
い
社
会
を
め
ざ

し
て
き
た
。そ
の
意
味
で
も
、

今
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
と

て
も
意
義
が
あ
る
」
と
語
っ

た
。

在
日
関
東
済
州
道
民
協
会

青
年
部
は
２７
日
、
東
京
・
葛

飾
区
の
水
元
公
園
で
済
州
籍

の
青
壮
年
を
主
な
対
象
に
バ

ー
ベ
キ
ュ
ー
懇
親
会
を
行

う
。
男
女
と
も
２０
～
４０
歳
が

対
象
。
本
籍
が
済
州
で
な
く

て
も
、
申
し
込
み
グ
ル
ー
プ

に
該
当
者
が
い
れ
ば
Ｏ
Ｋ
。

引
率
者
同
伴
で
未
成
年
も
。

男
性
３
０
０
０
円
、
女
性
２

５
０
０
円
。
高
額
商
品
を
獲

得
で
き
る
ゲ
ー
ム
や
抽
選
会

あ
り
。

info@
jeju–seinen.

org

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
・
３
８

３
７
・
４
３
７
７
。
２１
日
締

め
き
り
。
問
い
合
わ
せ
は
李

昌
明
青
年
部
長
（
０
９
０
・

４
０
５
４
・
４
２
７
３
）。

あいさつする呉時宗共同代表

スピーチに耳を傾ける土曜学校の児童たち

【
京
都
】
１４
年
度
秋
季
京

都
府
高
等
学
校
野
球
大
会
１

次
戦
で
京
都
国
際
学
園
が
Ｃ

ブ
ロ
ッ
ク
の
１
位
で
勝
ち
進

ん
で
い
る
。
１
回
戦
は
同
志

社
高
校
に
５
回
コ
ー
ル
ド
勝

ち
。
２
回
戦
は
京
都
す
ば
る

に
５
―
２
、
３
回
戦
も
花
園

高
校
に
６
―
４
で
勝
利
し

た
。本

戦
は
こ
れ
ま
で
に
勝
ち

進
ん
だ
１６
校
に
よ
っ
て
争
わ

れ
る
。
京
都
国
際
の
初
戦
は

２０
日
な
い
し
は
２１
日
に
な
る

見
通
し
。
対
戦
相
手
は
１０
日

の
組
み
合
わ
せ
抽
選
会
で
決

ま
る
。

京
都
国
際
学
園
は
今
大
会

の
目
標
を
ベ
ス
ト
３
入
り
と

設
定
し
て
お
り
、
最
終
的
に

は
近
畿
大
会
へ
の
出
場
を
め

ざ
し
て
い
る
。
も
し
、
実
現

す
れ
ば
春
の
選
抜
出
場
権
獲

得
も
視
野
に
入
る
。

映
画「
李
藝
」上
映

１０
月
４
日
新
宿
で

高
麗
博
物
館
主
催

東
京
・
新
宿
の
ミ
ニ
博
物

館
高
麗
博
物
館
（
原
田
京
子

理
事
長
、
樋
口
雄
一
館
長
）

は
１０
月
４
日
、
韓
日
共
同
製

作
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

「
李
藝
―
最
初
の
朝
鮮
通
信

使
」
（
乾
弘
明
監
督
）
を
区

内
で
上
映
す
る
。

李
藝
は
高
麗
時
代
か
ら
朝

鮮
時
代
に
か
け
て
活
躍
し
た

外
交
官
。
倭
寇
で
連
れ
去
ら

れ
た
同
胞
を
救
出
す
る
た
め

に
４０
数
回
に
わ
た
っ
て
来
日

し
、
室
町
幕
府
と
交
渉
に
あ

た
っ
た
。
江
戸
時
代
の
朝
鮮

通
信
使
の
土
台
を
つ
く
っ
た

人
物
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。

Ｒ
Ｓ
ア
ー
ト
コ
ー
ト
（
労

音
大
久
保
会
館
、
Ｊ
Ｒ
新
大

久
保
駅
下
車
８
分
）
で
１１
、

１４
、
１７
時
の
計
３
回
上
映
。

映
画
の
原
作
者
で
小
説
『
李

藝
』
の
著
者
、
金
住
則
行
さ

ん
が
講
演
す
る
。
入
場
料
１

５
０
０
円
。
問
い
合
わ
せ
は

同
博
物
館
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
０
３
・
５
２
７
２
・
３
５

１
０
）。

【
島
根
】
小
学
生
か
ら
７０

代
ま
で
幅
広
い
年
代
層
の
参

加
す
る
「
韓
国
語
ス
ピ
ー
チ

コ
ン
テ
ス
ト
」が
８
月
２３
日
、

出
雲
市
国
際
交
流
会
館
で
あ

っ
た
�
写
真
。
民
団
島
根
本

部
（
李
燮
潤
団
長
）
が
多
文

化
共
生
交
流
事
業
の
一
環
と

し
て
実
施
。
今
年
は
出
場
者

と
応
援
団
な
ど
合
わ
せ
て
８０

人
余
り
が
集
ま
っ
た
。

ス
ピ
ー
チ
部
門
に
６
人
、

寸
劇
と
歌
で
表
現
す
る
「
一

芸
部
門
」
に
３
組
５
人
が
出

場
。
審
査
の
結
果
、
全
部
門

共
通
の
「
特
別
賞
」
は
「
お

兄
さ
ん
の
力
�
」
と
題
し
て

ス
ピ
ー
チ
し
た
森
広
理
沙
さ

ん
が
選
ば
れ
た
。
賞
品
は
米

子
発
ソ
ウ
ル
往
復
航
空
券
な

ど
。
こ
の
ほ
か
、
「
最
優
秀

賞
」
は
ス
ピ
ー
チ
部
門
で
石

原
久
江
さ
ん
「
韓
国
の
あ
の

日
か
ら
思
う
こ
と
」
、
一
芸

部
門
は
川
上
美
和
子
さ
ん
と

山
崎
要
さ
ん
が
コ
ン
ビ
を
組

ん
だ
「
ほ
ん
と
う
に
好
き
」

だ
っ
た
。

出
場
者
か
ら
は
「
韓
国
語

を
勉
強
し
て
い
る
者
に
は
励

み
に
な
る
」
「
も
っ
と
韓
国

語
を
頑
張
ろ
う
と
刺
激
を
受

け
た
」
と
い
っ
た
感
想
が
聞

か
れ
た
。

同
本
部
で
は
「
今
年
で
８

回
目
を
迎
え
、
本
格
的
な
コ

ン
テ
ス
ト
に
な
っ
た
の
を
実

感
で
き
た
。
こ
れ
も
各
地
で

民
団
事
業
を
支
え
て
く
れ
る

『
島
根
県
民
団
サ
ポ
ー
タ
ー

会
』の
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
」

と
語
っ
た
。

民
団
島
根
「
コ
ン
テ
ス
ト
」

オ
リ
ニ
の
野
遊
会

民
団
滋
賀
２
支
部
で

【
滋
賀
】
民
団
滋
賀
２
支

部
が
８
月
２４
日
、
オ
リ
ニ
を

主
な
対
象
と
す
る
野
遊
会
を

県
内
で
実
施
し
た
。
い
ず
れ

も
次
世
代
育
成
事
業
の
一

環
。
保
護
者
と
一
緒
に
夏
休

み
の
思
い
出
づ
く
り
に
励
ん

だ
。甲

賀
支
部
（
姜
淳
根
支
団

長
）
は
保
護
者
を
含
む
３５
人

が
参
加
。
市
内
土
山
町
の
黒

滝
遊
漁
場
で
、
清
流
を
元
気

に
泳
ぐ
イ
ワ
ナ
や
ア
マ
ゴ
の

つ
か
み
取
り
に
挑
戦
し
た
。

大
津
支
部
（
崔
勝
七
支
団

長
）
も
保
護
者
を
含
む
２２
人

が
鮎
の
つ
か
み
取
り
に
歓
声

を
あ
げ
た
。
場
所
は
高
島
市

の
桑
野
橋
河
川
公
園
。

荒
川
「
土
曜
学
校
」激
励

韓
国
大
使
館
夫
人
会

バ
ザ
ー
収
益
金
贈
る

金剛学園で夏期指導韓国から学生
ボランティア団

姉
妹
結
縁
３０
周
年
祝
う

韓
日
の

兄
弟
校

善
隣
高
と
関
西
大
倉
高

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
に
集
ま
れ

関東済州道民協青年部

２７日、東京・水元公園で
京都国際が１６強
秋季京都府高校野球１次戦

本戦は２０日以降に

偏
見
や
差
別
の
な
い
社
会
へ

禁
止
法
整
備
求
め
る

市民シンポ

人
種
差
別
撤
廃
委

日
本
審
査
「
最
終
見
解
」

ヘイトスピーチ ＮＧＯネットが評価

ママイイノノリリテティィーーのの尊尊厳厳 守守れれ�

「裁判費用を支援」

橋下大阪市長 被害者救済へ検討

スピーチ、寸劇、歌

韓国語学習の成果
表現方法 多彩に

（４）２０１４年９月１０日（水曜日）民 団 新 聞（第３種郵便物認可）第２７８８号
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【
栃
木
】
栃
木
韓
国
商
工
会
創
立

５０
周
年
記
念
式
典
実
行
委
員
会
（
陳

賢
徳
実
行
委
員
長
）
は
８
月
２９
日
、

宇
都
宮
市
内
の
ホ
テ
ル
で
祝
賀
式
典

を
開
催
し
た
�
写
真
。
韓
日
交
流
記

念
演
奏
会
で
は
金
徳
洙
（
サ
ム
ル
ノ

リ
）
と
林
英
哲
（
和
太
鼓
）
、
仙
波

清
彦
（
鼓
）
、
木
之
下
真
市
（
津
軽

三
味
線
）
の
４
人
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

が
競
演
し
た
。

式
典
に
先
だ
っ
て
第
５０
期
定
期
総

会
が
開
か
れ
た
。
任
期
満
了
の
陳
賢

徳
会
長
（
５９
）
の
後
を
継
い
だ
金
瑛

植
新
会
長
（
５９
）
は
、
「
私
た
ち
の

先
達
は
、
筆
舌
に
尽
く
し
が
た
い
苦

労
が
あ
り
な
が
ら
も
子
や
孫
の
た
め

に
努
力
を
続
け
、
現
在
の
基
盤
を
作

り
あ
げ
た
」
と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ

た
。総

会
で
は
、
会
の
名
称
を
「
栃
木

韓
国
経
友
会
」
と
す
る
変
更
議
案
が

採
択
さ
れ
た
。
事
務
局
に
よ
れ
ば
、

名
称
変
更
後
も
こ
れ
ま
で
ど

お
り
韓
商
連
の
傘
下
団
体
と

し
て
活
動
し
て
い
く
と
い

う
。同

韓
商
は
６４
年
の
設
立
。

県
内
の
同
胞
商
工
人
の
相
互

扶
助
と
経
済
基
盤
の
育
成
に

寄
与
し
て
き
た
。
式
典
に
は

約
４
３
０
人
が
駆
け
つ
け

た
。
来
賓
は
韓
商
連
の
洪
采

植
会
長
、
民
団
中
央
本
部
の

呉
公
太
団
長
、
同
韓
在
銀
監

察
委
員
長
、
韓
信
協
の
呉
龍

夫
会
長
ら
。

日
本
側
か
ら
も
福
田
富
一

栃
木
県
知
事
を
は
じ
め
青
木

勲
栃
木
県
日
韓
親
善
協
会
会

長
、
板
橋
敏
雄
栃
木
県
経
済

同
友
会
代
表
理
事
、
足
利
銀

行
の
藤
沢
智
会
長
ら
多
数
に

の
ぼ
っ
た
。

関
東
大
震
災
か
ら
９１
年
。
震
災
勃
発
の
年
の
１
９
２
３
年
１２
月
、
帝
国
議
会
で
の
責
任
追
及
の
声
に
、
日
本
政
府
は

「
現
在
調
査
中
」
と
答
え
た
き
り
。
真
相
調
査
を
求
め
る
日
弁
連
の
勧
告
に
も
い
ま
だ
耳
を
傾
け
よ
う
と
は
し
て
い
な

い
。
教
科
書
か
ら
朝
鮮
人
虐
殺
の
事
実
が
隠
蔽
さ
れ
、
街
中
で
民
族
差
別
を
あ
お
る
排
外
主
義
的
な
ヘ
イ
ト
デ
モ
が
繰

り
返
さ
れ
て
い
る
な
か
、
あ
ら
た
め
て
真
相
調
査
を
求
め
る
声
が
強
ま
っ
て
い
る
。
１
日
に
は
犠
牲
者
を
慰
霊
・
追
悼

す
る
式
典
が
関
東
各
地
で
営
ま
れ
た
。

各
地
で
追
悼
・
慰
霊
式
典

宝
生
寺
で
法
要

慰
霊
の
鐘
９
回

民
団
神
奈
川

民
団
神
奈
川
本
部
（
金
利

中
団
長
）
は
１
日
、
「
大
正

一
二
年
九
月
二
日

虐
殺
韓

国
人
諸
霊
位
」
と
書
か
れ
た

白
木
の
位
牌
を
祀
る
高
野
山

真
言
宗
・
青
龍
山
宝
生
寺（
横

浜
市
南
区
）
で
法
要
を
営
ん

だ
。
民
団
関
係
者
ら
５０
人
余

り
が
参
列
し
た
。

宝
生
寺
で
は
、震
災
当
時
、

身
の
危
険
を
顧
み
ず
、
遺
体

の
収
容
や
埋
葬
に
携
わ
っ
た

社
会
事
業
家
の
李
誠
七
さ
ん

が
犠
牲
同
胞
を
供
養
し
よ
う

と
つ
く
っ
た
位
牌
を
引
き
受

け
、
翌
年
か
ら
法
要
を
営
ん

で
き
た
。
李
誠
七
さ
ん
死
去

（
１
９
５
９
年
）
後
に
民
団

神
奈
川
県
本
部
が
引
き
継
い

で
法
要
を
行
っ
て
い
る
。

本
堂
で
の
法
要
が
続
く
な

か
、
震
災
発
生
の
午
前
１１
時

５８
分
に
あ
わ
せ
て
慰
霊
の
鐘

が
９
回
鳴
ら
さ
れ
た
。
参
列

者
は
、
こ
の
後
、
雨
の
降
り

し
き
る
な
か
、
「
関
東
大
震

災
韓
国
人
慰
霊
碑
」
（
民
団

神
奈
川
が
中
心
と
な
り
７０
年

に
建
立
）
前
に
集
ま
り
、
住

職
の
読
経
と
と
も
に
焼
香
し

た
。

慰霊碑の前で焼香する

私
立
神
田
女
学
園
中
学
校

・
高
等
学
校
（
高
橋
順
子
校

長
、
東
京
・
千
代
田
区
猿
楽

町
）
は
２２
日
、
校
内
で
「
韓

国
フ
ェ
ア
～
楽
し
も
う
」
を

開
い
た
。
日
本
の
高
校
に
出

張
し
て
国
際
理
解
教
育
講
座

「
韓
国
を
知
ろ
う
」
を
実
施

し
て
い
る
東
京
韓
国
教
育
院

（
南
貞
順
院
長
）
の
呼
び
か

け
に
、
「
夏
休
み
の
思
い
出

に
ア
ジ
ア
を
ち
ゃ
ん
と
知
っ

て
ほ
し
い
」
と
同
校
が
応
じ

た
。
第
２
外
国
語
で
韓
国
語

を
選
択
し
て
い
る
高
校
生
を

中
心
に
２０
人
が
参
加
し
た
。

権
嘉
娟
さ
ん
（
Ｃ
Ｊ
フ
ー

ド
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
・
ジ
ャ
パ
ン
）

が
韓
国
料
理
体
験
で
パ
ジ
ョ

ン
を
指
導
。
権
さ
ん
が
材
料

の
名
前
を
韓
国
語
で
呼
ぶ

と
、
生
徒
も
発
音
を
繰
り
返

し
た
。
「
お
互
い
に
仲
良
し

に
な
る
に
は
食
べ
も
の
が
い

ち
ば
ん
」
と
話
す
南
院
長
。

試
食
の
席
で
は
「
お
互
い
の

文
化
を
理
解
し
、
こ
れ
か
ら

の
未
来
を
担
う
懸
け
橋
に
」

と
期
待
を
込
め
た
。こ
の
後
、

３
チ
ー
ム
に
分
か
れ
、
民
俗

遊
戯
の
ユ
ン
ノ
リ
、
ト
ゥ
ホ

（
投
げ
壺
）
を
体
験
。
最
後

に
韓
服
に
着
替
え
て
伝
統
作

法
を
体
験
し
た
。

同
校
の
韓
国
語
は
１２
年
度

か
ら
の
開
設
。
高
校
か
ら
韓

国
語
か
中
国
語
を
第
２
外
国

語
と
し
て
選
択
で
き
る
。

中
山
区
長
の
見
守
る
な
か
提
言
内
容
を
確
認
す
る
各
委
員

儒
教
式
の
祭
祀

参
列
者
が
大
礼

民
団
千
葉
・
船
橋

民
団
千
葉
・
船
橋
支
部（
李

鍾
一
支
団
長
）
は
１
日
、
同

支
部
内
に
祭
壇
を
設
け
、
李

支
団
長
を
は
じ
め
と
す
る
民

団
役
員
ら
４０
人
が
儒
教
式
の

祭
祀
を
営
ん
だ
。

民
団
千
葉
本
部
か
ら
金
鎮

得
団
長
と
張
恒
星
事
務
局

長
、
こ
の
ほ
か
、
各
支
部
か

ら
も
支
団
長
多
数
が
参
席

し
、
大
礼
を
捧
げ
た
。

李
支
団
長
は
追
念
辞
で

「
蛮
行
が
二
度
と
繰
り
返
さ

れ
な
い
よ
う
に
事
実
を
語
り

継
ぐ
」
と
誓
っ
た
。

千
葉
で
は
当
時
、
建
設
途

中
だ
っ
た
北
総
鉄
道
（
現
・

東
武
野
田
線
）
工
事
で
働
い

て
い
た
同
胞
労
働
者
と
そ
の

家
族
ら
が
、
流
言
飛
語
を
信

じ
た
自
警
団
に
よ
っ
て
虐
殺

さ
れ
た
。
船
橋
市
営
馬
込
霊

園
に
は
船
橋
仏
教
会
が
１
９

２
４
年
に
建
立
し
た
「
法
界

無
縁
塔
」
と
在
日
朝
鮮
人
連

盟
に
よ
る
１
９
４
７
年
の

「
関
東
大
震
災
同
胞
慰
霊
碑
」

の
ふ
た
つ
の
碑
が
建
っ
て
い

る
。

民
団
埼
玉
本
部
を
代
表
し
て
孫
準
監
察
委
員
が
追
悼
辞
を

読
ん
だ
（
写
真
は
上
里
町
の
安
盛
寺
）

新
宿
区
多
文
化
共
生
ま
ち

づ
く
り
会
議
（
毛
受
敏
浩
会

長
）
は
８
月
２９
日
、
２
年
間

に
わ
た
る
審
議
結
果
を
提
言

に
ま
と
め
、
中
山
弘
子
新
宿

区
長
に
答
申
し
た
。

中
山
区
長
か
ら
の
諮
問
事

項
は
、
「
外
国
に
ル
ー
ツ
を

持
つ
子
ど
も
の
教
育
環
境
の

向
上
に
つ
い
て
」
と
「
災
害

時
に
お
け
る
外
国
人
支
援
の

仕
組
み
づ
く
り
」の
２
項
目
。

同
会
議
は
区
長
の
附
属
機
関

と
し
て
、
２
つ
の
専
門
部
会

で
各
７
回
、
全
体
会
議
も
４

回
重
ね
、
議
論
を
重
ね
て
き

た
。「

教
育
部
会
」
の
提
言
に

よ
れ
ば
、
外
国
に
ル
ー
ツ
を

持
つ
子
ど
も
た
ち
を
「
日
本

と
外
国
を
結
ぶ
多
文
化
共
生

の
担
い
手
と
な
り
う
る
存

在
」
と
位
置
づ
け
、
「
日
本

と
出
身
国
の
両
方
の
文
化
を

受
け
継
ぎ
、
将
来
に
向
け
た

夢
を
持
ち
続
け
な
が
ら
育
っ

て
い
け
る
よ
う
」
な
教
育
環

境
の
整
備
を
求
め
て
い
る
。

同
じ
く
「
災
害
部
会
」
か

ら
も
、
地
域
で
暮
ら
す
外
国

人
が
一
方
的
に
支
援
さ
れ
る

側
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
災

害
時
に
は
外
国
人
自
ら
も
支

援
す
る
側
の
役
割
を
担
え
る

よ
う
に
し
て
ほ
し
い
と
の
意

見
が
提
示
さ
れ
た
。

委
員
は
３１
人
。
新
宿
区
多

文
化
共
生
連
絡
会
の
李
承
�

さ
ん
が
全
体
の
副
会
長
を
務

め
た
。
こ
の
ほ
か
の
韓
国
籍

委
員
は
民
団
新
宿
支
部
の
�

明
副
団
長
ら
４
人
と
、
外
国

籍
委
員
の
な
か
で
は
最
多
。

こ
の
ほ
か
の
外
国
籍
委
員
は

ミ
ャ
ン
マ
ー
、
中
国
、
タ
イ
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ネ
パ
ー
ル
、

フ
ラ
ン
ス
、
米
国
。

同
胞
団
体
を
招
き

慰
霊
・
追
悼
式
典

埼
玉
県
内
３
自
治
体

埼
玉
で
犠
牲
者
が
特
に
多

か
っ
た
本
庄
市
、
上
里
町
、

熊
谷
市
で
は
毎
年
９
月
１

日
、
市
と
町
が
民
団
と
総
連

か
ら
関
係
者
を
招
き
、
慰
霊

祭
・
追
悼
式
を
行
っ
て
い
る
。

本
庄
市
の
長
峰
墓
地
に
は

約
１
０
０
人
が
参
席
。
「
関

東
震
災
朝
鮮
人
犠
牲
者

慰

霊
碑
」
の
前
で
吉
田
信
解
市

長
が
、
「
人
と
人
が
信
頼
し

あ
う
地
域
社
会
を
築
い
て
い

く
」
と
誓
っ
た
。

上
里
町
・
安
盛
寺
で
の
慰

霊
祭
に
は
関
根
孝
道
町
長
を

は
じ
め
と
し
て
地
元
の
教
育

委
員
長
、
区
長
会
会
長
、
消

防
団
長
、
商
工
会
会
長
、
民

生
委
員
・
児
童
委
員
会
の
代

表
と
い
っ
た
名
士
が
顔
を
そ

ろ
え
、
「
関
東
震
災
朝
鮮
人

犠
牲
者

慰
霊
碑
」
の
前
で

焼
香
し
た
。

熊
谷
市
の
追
悼
式
は
市
内

の
メ
モ
リ
ア
ル
彩
雲
で
営
ま

れ
た
。
は
じ
め
に
富
岡
清
市

長
が
「
悲
し
い
歴
史
を
後
世

に
伝
え
、
再
び
過
ち
を
犯
さ

な
い
よ
う
に
す
る
」
と
誓
っ

た
。１
４
４
人
が
参
列
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
慰
霊
・
追
悼

式
で
は
同
胞
団
体
を
代
表
、

民
団
埼
玉
本
部
の
孫
準
監
察

委
員
が
「
責
任
あ
る
住
民
と

し
て
地
域
社
会
の
発
展
に
寄

与
す
る
」
こ
と
を
誓
っ
た
。

同
じ
く
、
総
連
埼
玉
県
北
部

支
部
の
李
龍
泰
委
員
長
が
お

礼
の
言
葉
を
述
べ
た
。

当
時
、
地
震
と
火
災
か
ら

逃
れ
よ
う
と
、
埼
玉
県
に
は

１
日
夕
方
か
ら
続
々
と
避
難

民
が
入
っ
て
き
た
。
同
胞
ら

は
県
南
地
域
で
警
察
の
保
護

検
束
を
受
け
、
中
山
道
を
通

っ
て
徒
歩
や
自
動
車
で
隣
の

群
馬
県
方
面
に
移
送
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
や
が
て
県

北
の
地
に
さ
し
か
か
っ
た
と

き
、
熊
谷
・
本
庄
・
上
里
の

地
で
警
戒
し
て
い
た
自
警
団

と
群
衆
に
襲
わ
れ
た
。
犠
牲

者
は
少
な
く
と
も
２
４
３
人

と
い
わ
れ
る
。

こ
れ
は
県
内
務
部
長
が
政

府
の
指
示
に
従
い
「
不
逞
鮮

人
暴
動
に
関
す
る
件
」
と
い

う
移
諜
文
を
県
内
の
１
市
９

郡
に
出
し
て
警
戒
を
要
請
し

た
こ
と
が
影
響
し
た
。
結
果

的
に
「
朝
鮮
人
が
放
火
し
て

い
る
」
「
井
戸
に
毒
を
入
れ

て
い
る
」
と
い
う
流
言
を

人
々
に
信
じ
さ
せ
た
の
だ
。

笑顔でユンノリに興じる高校生たち

【
新
潟
】
民
団
新
潟
本
部

（
金
慶
昭
団
長
）
は
韓
日
親

善
活
動
の
さ
ら
な
る
活
性
化

を
図
ろ
う
と
、
１
日
、
県
日

韓
親
善
協
会
の
総
会
が
開
催

さ
れ
た
新
潟
市
内
の
ホ
テ
ル

で
「
韓
日
伝
統
芸
能
の
宴
」

を
開
催
し
た
�
写
真
。
韓
国

側
が
サ
ム
ル
ノ
リ
（
民
族
音

楽
院
）
、
日
本
側
は
能
楽
と

宝
生
流
舞
囃
子
「
猩
々
（
し

ょ
う
じ
ょ
う
）
」
で
競
演
。

日
韓
協
の
関
係
者
を
中
心
に

約
１
５
０
人
が
楽
し
ん
だ
。

主
催
者
を
代
表
し
て
金
団

長
は
、
「
韓
日
両
国
の
伝
統

芸
能
が
人
と
人
と
の
心
を
つ

な
げ
、
韓
日
両
国
の
心
の
絆

が
深
ま
れ
ば
」
と
期
待
の
言

葉
を
述
べ
た
。

来
賓
の
篠
田
昭
新
潟
市
長

は
、
「
人
と
人
と
の
心
が
つ

な
が
る
こ
の
交
流
会
を
契
機

に
、
日
韓
関
係
の
改
善
に
向

け
て
お
互
い
に
頑
張
り
ま
し

ょ
う
」
と
祝
辞
を
述
べ
た
。

【
大
阪
】
東
大
阪
市
（
野

田
義
和
市
長
）
の
外
国
籍
住

民
施
策
懇
話
会
の
第
５
期
座

長
に
呉
龍
浩
さ
ん
（
民
団
大

阪
本
部
顧
問
、
同
布
施
支
部

常
任
顧
問
）
が
選
ば
れ
た
。

在
日
韓
国
人
の
座
長
就
任
は

こ
れ
が
初
め
て
。
委
嘱
状
は

８
月
２９
日
、
市
役
所
会
議
室

で
の
第
１
回
会
合
に
先
だ
っ

て
副
市
長
か
ら
授
与
さ
れ

た
。
任
期
は
１６
年
ま
で
の
２

年
間
。

要
項
に
よ
れ
ば
、
多
様
な

民
族
と
文
化
が
共
生
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
、
外

国
籍
住
民
か
ら
意
見
を
聞

き
、
市
の
施
策
に
反
映
し
て

い
く
。
委
員
は
１２
人
。
日
本

人
の
学
識
経
験
者
の
ほ
か
、

韓
国
・
朝
鮮
、
中
国
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
、
ベ
ト
ナ
ム
の
各
国

籍
者
で
構
成
し
て
い
る
。

呉
さ
ん
は
第
１
期
が
ス
タ

ー
ト
し
た
０４
年
か
ら
継
続
し

て
委
員
を
務
め
、
第
４
期
は

副
座
長
の
要
職
に
あ
っ
た
。

ま
た
、
今
年
で
１９
年
目
を
迎

え
る
「
東
大
阪
国
際
交
流
フ

ェ
ス
テ
イ
バ
ル
」
の
立
ち
上

げ
に
も
関
わ
る
な
ど
、
多
大

な
地
域
へ
の
貢
献
が
評
価
さ

れ
た
。

呉龍浩座長

在
日
同
胞
留
学
生

積
極
的
に
受
入
れ

建
陽
大
学
総
長
が
来
団

韓
国
の
建
陽
大
学
（
忠
清

南
道
論
山
市
）
の
金

洙
総

長
一
行
が
、
こ
の
ほ
ど
民
団

中
央
本
部
（
東
京
都
港
区
南

麻
布
）
を
表
敬
訪
問
し
、
呉

公
太
団
長
と
懇
談
し
た
�
写

真
。金

総
長
は
、
日
本
か
ら
の

留
学
生
を
多
数
受
け
入
れ
る

態
勢
が
で
き
て
お
り
、
在
日

同
胞
子
弟
が
積
極
的
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
く
れ
る
よ
う
期

待
し
た
い
と
表
明
し
た
。
河

政
男
事
務
総
長
が
同
席
。

北
韓
の
３
代

目
・
金
正
恩
は

権
力
基
盤
固
め

に
汲
々
と
し
て

い
る
と
言
わ
れ

る
。
そ
の
通
り

だ
と
し
て
も
、

実
効
性
よ
り
は

自
身
が
独
裁
者

で
あ
る
こ
と
を

内
外
に
誇
示
す

る
癖
が
優
先
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
と
に
か
く

命
令
や
号
令
が
好
き
ら
し
い
。

先
軍
政
治
が
金
科
玉
条
な
の
に
、

軍
の
総
政
治
局
長
、
総
参
謀
長
、
人

民
武
力
部
長
、
作
戦
局
長
な
ど
の
要

職
を
短
期
間
に
何
回
も
入
れ
替
え
、

将
星
の
階
級
を
上
げ
た
か
と
思
え
ば

下
げ
、
降
格
さ
せ
て
は
昇
格
さ
せ
る

ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
人
事
を
ほ
し

い
ま
ま
に
し
て
き
た
。
軍
部
に
疑
心

や
不
満
が
募
ら
な
い
は
ず
が
な
い
。

も
っ
と
興
味
深
い
の
は
将
星
に
軍

事
教
練
を
強
い
て
い
る
こ
と
だ
ろ

う
。
軍
団
長
に
射
撃
訓
練
を
課
し
、

師
団
長
に
白
頭
山
行
軍
を
さ
せ
た
。

こ
れ
ら
は
ま
だ
う
な
ず
け
る
と
し
て

も
、
海
軍
将
星
に
海
の
１０
�
�
泳
ぎ

を
、
６７
歳
の
空
軍
副
総
参
謀
長
に
ミ

グ
戦
闘
機
の
操
縦
を
命
じ
た
と
な
れ

ば
、
首
を
傾
げ
る
ほ
か
な
い
（
そ
の

副
総
参
謀
長
は
見
事
や
り
と
げ
、
１９

年
ぶ
り
に
大
将
に
昇
格
し
た
と
い

う
）。風

貌
を
初
代
・
金
日
成
に
似
せ
た

正
恩
は
半
面
で
、
民
心
つ
か
み
に
も

熱
心
だ
。
視
察
に
出
向
い
て
は
「
人

民
が
望
む
物
を
つ
く
れ
」
な
ど
と
発

破
を
か
け
て
き
た
。
北
韓
に
は
ジ
ャ

ン
マ
ダ
ン
（
市
場
）
が
１
３
８
０
ほ

ど
あ
っ
て
米
価
も
住
民
が
ハ
ン
ド
フ

ォ
ン
で
決
定
す
る
な
ど
、
住
民
パ
ワ

ー
に
よ
る
市
場
主
義
的
な
経
済
が
台

頭
し
て
い
る
。
正
恩
は
こ
の
市
場
を

活
用
し
よ
う
と
し
て
い
る
ら
し
い
。

今
の
と
こ
ろ
、
先
軍
政
治
と
の
均

衡
を
奇
形
的
に
保
っ
て
い
る
と
し
て

も
、
そ
れ
は
い
ず
れ
崩
れ
る
。
し
か

も
、
先
軍
が
市
場
を
撃
破
す
る
可
能

性
は
低
く
な
り
つ
つ
あ
る
。
住
民
の

間
で
韓
国
製
品
や
韓
流
ド
ラ
マ
の
人

気
が
高
く
、
ソ
ウ
ル
言
葉
が
大
は
や

り
と
か
。
後
４０
年
は
唯
一
天
下
と
豪

語
す
る
正
恩
だ
が
、
足
を
す
で
に
蟻

地
獄
に
突
っ
込
ん
で
い
る
。
（
Ｓ
）

１０
月
の
マ
ダ
ン
で

「
扇
の
舞
」披
露
へ

民
団
島
根
舞
踊
教
室

【
島
根
】
「
多
文
化
共
生

交
流
事
業
」
と
し
て
毎
年
、

一
般
市
民
を
対
象
に
韓
国
の

伝
統
文
化
に
親
し
む
教
室
を

提
供
し
て
き
た
民
団
島
根
本

部
（
李
燮
潤
団
長
）
。
今
年

は
舞
踊
教
室
だ
。

松
江
市
国
際
交
流
会
館
を

会
場
に
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
。
１０
月
ま
で
全
１０
回
で

「
扇
の
舞
」
を
マ
ス
タ
ー
す

る
の
が
目
標
。
広
島
市
で
韓

国
伝
統
芸
術
院
を
運
営
し
て

い
る
朴
裕
恵
さ
ん
の
指
導
を

受
け
、１２
人
が
練
習
に
通
う
。

「
扇
の
舞
」
は
優
美
で
あ

り
な
が
ら
躍
動
感
に
あ
ふ
れ

る
、
韓
国
を
代
表
す
る
踊
り

の
一
つ
。
６
日
ま
で
す
で
に

７
回
の
練
習
を
重
ね
、
牡
丹

の
花
と
波
を
優
美
に
表
現
す

る
た
め
の
基
本
動
作
を
繰
り

返
し
て
い
る
。

練
習
の
成
果
は
同
本
部
の

主
催
す
る「
１０
月
の
マ
ダ
ン
」

会
場
で
お
披
露
目
す
る
。

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者

民
団
京
都
が
募
集

【
京
都
】「
京
都
コ
リ
ア
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
会
場
で
遊

休
品
や
リ
サ
イ
ク
ル
品
な
ど

を
取
り
扱
う
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
出
店
者
を
募
集
中
だ
。

出
店
場
所
は
１０
月
１９
日
の

フ
ェ
ス
テ
イ
バ
ル
開
催
当

日
、
京
都
国
際
学
園
校
舎
前

広
場
１５
区
画
を
先
着
順
で
割

り
振
る
。
無
料
。
受
付
は
３０

日
ま
で
。

民
団
京
都
本
部
「
京
都
コ

リ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
係

（
０
７
５
・
７
８
１
・
８
２

８
１
）。

姜
文
�
氏
（
民
団
広
島
本

部
常
任
顧

問
、
韓
国

原
爆
被
害

者
対
策
特

別
委
員
会

委
員
長
）
８
月
１５
日
昼
、
脳

梗
塞
の
た
め
死
去
。
９５
歳
。

葬
儀
・
告
別
式
は
民
団
と
合

同
。
８
月
１７
日
、
広
島
市
南

区
の
光
徳
会
館
で
営
ま
れ

た
。
葬
儀
委
員
長
は
沈
勝
義

民
団
広
島
本
部
団
長
が
務
め

た
。
喪
主
は
美
子
さ
ん
。
原

爆
被
害
者
対
策
特
別
委
員
会

を
立
ち
上
げ
、
長
年
に
わ
た

っ
て
韓
国
人
被
爆
者
の
た
め

に
尽
く
し
て
き
た
。
民
団
広

島
本
部
団
長
、議
長
を
歴
任
。

８１
年
冬
伯
章
受
章
。

ソウル言葉が大はやりで

栃
木
韓
商
５０
周
年

知
事
ら
４
３
０
人
が
祝
賀

「栃木韓国経友会」に改称

真相封印のツケ重く
関
東
大
震
災
同
胞
虐
殺
事
件
か
ら
９１
年

ヘ
イ
ト
デ
モ
の
温
床
に

サムルノリと能楽競演ササムムルルノノリリとと能能楽楽競競演演
民
団

新
潟

伝
統
芸
能
で
韓
日
結
ぶ

韓
国
ま
る
ご
と
体
感

神
田
女
学
園

料
理
、民
俗
遊
戯
、礼
節

東 京 韓 国
教育院共催

外
国
籍
住
民
施
策
懇
話
会

東
大
阪
市

新
座
長
に
呉
龍
浩
氏

新
宿
区
ま
ち
づ
く
り
会
議

委
員
に
５
人

２
年
が
か
り
答
申

多多
文文
化化
共共
生生
社社
会会

在在
日日
同同
胞胞
がが
下下
支支
ええ

第２７８８号（第３種郵便物認可）民 団 新 聞２０１４年９月１０日（水曜日）（５）
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演劇祭

コンサート

音楽会

講 義

美術展

講演会
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カ
ナ
ダ
で
開
催
さ
れ
た
第

３８
回
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
世
界

映
画
祭
（
８
月
２１
日
～
９
月

１
日
）
の
最
終
日
、
「
そ
こ

の
み
に
て
光
輝
く
」
の
在
日

韓
国
人
３
世
、
呉
美
保
監
督

（
３７
）
が
最
優
秀
監
督
賞
を

受
賞
し
た
。

「
そ
こ
の
み
…
」
は
、
自

ら
命
を
絶
っ
た
作
家
、
佐
藤

泰
志
さ
ん
が
、
約
２５
年
前
に

書
い
た
小
説
を
映
画
化
し
た

作
品
。

呉
監
督
は
三
重
県
伊
賀
市

出
身
。
大
阪
芸
大
卒
業
後
、

大
林
宣
彦
監
督
の
事
務
所
に

勤
め
、
自
ら
制
作
し
た
短
編

で
注
目
さ
れ
た
。
０５
年
、
ご

く
普
通
の
家
族
の
泣
き
笑
い

を
描
い
た
「
酒
井
家
の
し
あ

わ
せ
」
で
、
サ
ン
ダ
ン
ス
・

Ｎ
Ｈ
Ｋ
国
際
映
像
作
家
賞
の

日
本
部
門
賞
を
受
賞
し
た
。

「
す
ご
い
」驚
く
父

民
団
三
重
も
祝
福

同
市
で
焼
き
肉
店
を
営
む

父
親
の
大
高
信
浩
さ
ん（
６５
）

は
、民
団
伊
賀
支
部
の
団
員
。

今
回
の
受
賞
に
「
驚
い
た
。

ま
さ
に
晴
天
の
霹
靂
。
う
ち

の
娘
は
す
ご
い
な
と
今
に
な

っ
て
、
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
て

い
ま
す
」
と
語
っ
た
。
民
団

三
重
も
祝
福
し
た
。

テ

グ

大
邱
の
西
部
タ
ー
ミ
ナ
ル
か
ら

１
時
間
半
も
バ
ス
に
乗
り
、
目
的

カ

ヤ

サ
ン

地
に
着
い
た
。
伽
耶
山
の
山
あ
い

ヘ

イ
ン

サ

の
寺
、
海
印
寺
。
遠
路
は
る
ば
る

訪
ね
た
の
に
は
お
目
当
て
が
あ

る
。
海
印
寺
が
所
蔵
し
、
ユ
ネ
ス

コ
の
世
界
文
化
遺
産
に
も
登
録
さ

コ

リ
ョ
パ
ル
マ
ン

テ

チ
ャ
ン
ギ
ョ
ン

れ
た
高
麗
八
万
大
蔵

経
だ
。

イ
ル
ジ
ュ
ム
ン

ポ
ン

一
柱
門
か
ら
寺
内
に
入
り
、
鳳

フ
ァ
ン
ム
ン

ヘ

タ
ル
ム
ン

凰

門
、解
脱
門
と
進
ん
で
本
殿
の

テ

ジ
ョ
ツ
ク
ァ
ン
ジ
ョ
ン

大

寂

光

殿
に
至
る
。
見
ど
こ
ろ

は
多
い
が
、
ど
う
し
て
も
足
早
に

な
る
。
目
指
す
大
蔵
経
の
版
木
は

パ
ン
ジ
ョ
ン

寺
の
最
も
奥
、
蔵
経
板

殿
が
保
管

す
る
。
ま
ず
は
と
も
か
く
大
蔵
経

と
の
思
い
が
歩
み
を
急
が
せ
る
。

高
麗
王
朝
は
仏
教
を
国
是
と
し

カ
ン
フ
ァ

ド

た
。
蒙
古
襲
来
の
折
、
江
華
島
に

都
を
移
し
て
抵
抗
を
続
け
た
が
、

仏
の
力
で
国
難
を
乗
り
き
れ
る
よ

う
、
王
命
に
よ
り
大
蔵
経
の
製
作

が
始
め
ら
れ
た
。
大
蔵
経
は
仏
教

経
典
の
一
切
を
ま
と
め
た
も
の

で
、
経
、
律
、
論
の
三
蔵
と
そ
の

注
釈
か
ら
な
る
。
あ
り
が
た
い
仏

の
教
え
の
総
集
編
の
よ
う
な
大
典

だ
。製

作
開
始
か
ら
１５
年
、
１
２
５

１
年
に
江
華
島
で
完
成
、
そ
の
時

の
版
木
が
朝
鮮
王
朝
成
立
後
の
１

３
９
８
年
に
な
っ
て
海
印
寺
に
納

め
ら
れ
、
今
に
至
る
。
版
木
が
８

万
枚
あ
ま
り
に
な
る
こ
と
か
ら
、

八
万
大
蔵
経
と
も
呼
ば
れ
る
。

１４
世
紀
か
ら
１６
世
紀
に
か
け
、

八
万
大
蔵
経
は
朝
鮮
と
日
本
を
結

ぶ
懸
け
橋
と
も
な
っ
た
。
１
３
９

５
年
、
倭
寇
の
連
れ
去
っ
た
朝
鮮

人
５
７
０
人
が
母
国
に
送
還
さ
れ

た
際
、
朝
鮮
は
交
渉
相
手
の
九
州

探
題
・
今
川
了
俊
に
大
蔵
経
２
部

を
贈
っ
て
い
る
。
宝
物
を
手
に
し

た
了
俊
は
「
果
て
な
き
海
の
ご
と

き
恩
に
感
じ
入
る
」
と
述
べ
、
感

激
を
露
わ
に
し
た
と
い
う
。

朝
鮮
王
朝
が
儒
教
を
国
是
と
し

仏
教
を
斥
け
た
こ
と
も
あ
っ
て
、

そ
れ
以
降
、
日
本
側
が
所
望
し
て

や
ま
な
い
大
蔵
経
を
外
交
上
の
謝

礼
品
と
し
て
与
え
る
こ
と
が
慣
例

化
す
る
。
現
在
、
日
本
に
は
１６
種

の
大
蔵
経
が
存
在
す
る
が
、
こ
れ

ら
は
す
べ
て
海
印
寺
の
版
木
で
印

刷
さ
れ
た
も
の
と
い
わ
れ
る
。

よ
う
や
く
蔵
経
板
殿
に
着
い

た
。
が
、
意
外
な
事
実
が
待
ち
受

け
て
い
た
。
大
蔵
経
は
２
０
１
６

年
ま
で
観
覧
制
限
中
だ
と
い
う
の

ナ
ム

デ

ム
ン

だ
。
南
大
門
を
始
め
重
要
文
化
財

の
火
災
事
故
が
相
つ
い
だ
た
め
の

措
置
だ
そ
う
だ
。
蔵
経
板
殿
の
周

辺
に
は
ロ
ー
プ
が
張
ら
れ
、
そ
の

外
側
か
ら
距
離
を
置
き
、
格
子
戸

ご
し
に
覗
き
込
む
し
か
な
い
。
外

は
燦
々
と
し
た
日
光
に
溢
れ
、
中

は
薄
暗
く
て
よ
く
見
え
な
い
。

何
と
い
う
こ
と
だ
。
大
蔵
経
の

た
め
に
こ
こ
ま
で
や
っ
て
来
た
の

で
は
な
い
か
。し
か
も
私
の
場
合
、

是
非
と
も
写
真
が
ほ
し
い
。
ロ
ー

プ
の
そ
ば
に
立
つ
監
視
員

に
事
情
を
説
明
し
、
連
載

記
事
の
た
め
に
ど
う
し
て

も
写
真
が
必
要
だ
と
頼
み

こ
ん
だ
。

「
ダ
メ
だ
よ
。
監
視
カ

メ
ラ
だ
っ
て
作
動
中
な
ん

だ
」
―
。
な
か
な
か
取
り

つ
く
島
が
な
い
。
が
、
こ

ち
ら
も
必
死
だ
。
「
格
子

戸
越
し
で
い
い
ん
で
す
。
こ
の
カ

メ
ラ
で
１
枚
だ
け
撮
っ
て
下
さ

い
」
―
。
拝
み
倒
す
よ
う
に
懇
願

し
た
。
仕
方
な
い
な
と
い
う
風
に

監
視
員
は
私
の
カ
メ
ラ
を
奪
い
取

り
、
格
子
戸
に
接
近
し
た
。
パ
チ

リ
―
。
か
く
て
大
蔵
経
の
版
木
が

並
ぶ
内
部
の
模
様
を
、
何
と
か
カ

メ
ラ
に
収
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

監
視
員
と
の
や
り
と
り
を
微
笑

み
な
が
ら
見
て
い
た
男
が
い
た
。

大
蔵
経
の
一
部
を
印
刷
し
、
傍
ら

で
売
っ
て
い
る
。
「
般
若
波
羅
蜜

多
心
経
」
の
冒
頭
、
版
木
１
枚
分

を
刷
っ
た
土
産
物
で
あ
る
。

「
ひ
と
つ
下
さ
い
」
―
。
迷
う

間
も
な
く
声
を
発
し
て
い
た
。
大

蔵
経
に
憧
れ
た
古
人
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を

私
も
宿
し
て
い
る
ら
し
い
…
。
下

山
の
道
を
た
ど
り
な
が
ら
、
思
わ

ず
ひ
と
り
苦
笑
し
た
。
（
作
家
）

釜
山
の
魅
力
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
伝
え
る
フ
リ
ー
ペ

ー
パ
ー
『
釜
山
び
よ
り
』
（
季
刊
発
行
、
日
本
語
、

日
本
と
釜
山
で
配
布
）
を
手
が
け
る
桃
井
の
り
こ
さ

ん
（
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、
編
集
）
は
、
韓
国
の
中
で

も
釜
山
を
最
も
愛
す
る
自
称
「
勝
手
に
釜
山
Ｐ
Ｒ
大

使
」
だ
。
創
刊
号
（
２
０
０
９
年
６
月
）
か
ら
今
年

で
６
年
目
。
１０
年
１１
月
に
は
、
釜
山
の
観
光
事
業
へ

の
貢
献
を
評
価
さ
れ
、
釜
山
広
域
市
よ
り
表
彰
さ
れ

た
。
さ
ら
に
、
３
月
に
は
姉
妹
版
の『
大
邱
び
よ
り
』

を
創
刊
。
１
年
間
の
約
半
数
を
釜
山
で
過
ご
す
と
い

う
、
ワ
ッ
タ
カ
ッ
タ
生
活
は
続
く
。

『
釜
山
び
よ
り
』
『
大
邱
び
よ
り
』
は
、
韓
国
観
光
公
社

各
支
店
、
韓
国
文
化
院
（
東
京
、
大
阪
）
で
入
手
で
き
る

多胡 吉郎

３６

現
在
、
釜
山
で
発
行
さ
れ

て
い
る
他
の
フ
リ
ー
ペ
ー
パ

ー
（
日
本
語
）
は
３
種
類
、

大
邱
で
は
『
大
邱
び
よ
り
』

が
唯
一
の
情
報
誌
に
な
る
。

桃
井
さ
ん
が
誌
面
作
り
で
こ

だ
わ
る
の
は
、
対
象
者
で
あ

る
日
本
人
が
違
和
感
な
く
読

め
る
綺
麗
な
日
本
語
を
使
う

こ
と
。
「
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー

の
中
に
は
、
文
章
が
少
し
お

か
し
い
と
い
う
の
も
あ
る
。

捨
て
去
ら
れ
て
い
く
フ
リ
ー

ペ
ー
パ
ー
だ
か
ら
し
ょ
う
が

な
い
と
し
て
も
、
そ
う
な
り

た
く
な
い
。
綺
麗
に
作
っ
て

い
れ
ば
、
価
値
が
で
き
る
か

ら
」も

と
も
と
旅
行
好
き
だ
っ

た
桃
井
さ
ん
は
、
旅
行
に
特

化
し
た
編
集
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ

ン
を
設
立
し
、２０
年
以
上
、編

集
者
と
し
て
日
本
国
内
、
韓

国
を
含
む
海
外
の
旅
行
関
係

の
媒
体
を
制
作
し
て
き
た
。

初
訪
韓
は
９２
年
。
釜
山
は

９６
年
を
機
に
４
回
訪
れ
た
。

「
７
年
前
、
一
人
で
行
っ
た

時
に
ソ
ウ
ル
で
感
じ
る
人
情

よ
り
も
深
い
と
思
っ
た
」
。

釜
山
に
惹
か
れ
た
最
初
の
理

由
だ
。
当
時
、
釜
山
を
単
体

で
紹
介
す
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

は
な
く
、
個
人
で
『
食
楽
美

磨

釜
山
の
旅
―
カ
ラ
ダ
が

喜
ぶ
！
キ
レ
イ
が
光
る
！
』

を
作
る
。

出
版
社
ソ
ッ
ポ

な
ら
ば
自
分
で

出
版
に
向
け
て
、
出
版
社

を
回
っ
て
持
ち
か
け
た
が

「
ソ
ウ
ル
は
い
い
け
ど
釜
山

は
」
と
、
つ
れ
な
い
返
事
ば

か
り
。
そ
の
後
、
日
本
出
版

社
の
社
長
と
知
り
合
い
、
や

っ
と
の
思
い
で
刊
行（
０９
年
）

に
こ
ぎ
着
け
た
。
そ
の
後
も

出
版
社
に
行
っ
て
は
、
断
ら

れ
続
け
た
。
「
そ
れ
だ
っ
た

ら
自
分
で
作
ろ
う
と
思
っ
て

始
め
た
の
が
『
釜
山
び
よ

り
』」行

動
派
の
桃
井
さ
ん
が
、

最
初
に
向
か
っ
た
の
は
釜
山

市
だ
。
「
こ
う
い
う
フ
リ
ー

ペ
ー
パ
ー
を
作
り
た
い
と
相

談
し
た
」
。
同
市
か
ら
ス
ポ

ン
サ
ー
協
力（
メ
ー
ン
広
告
）

を
も
ら
い
ス
タ
ー
ト
。

桃
井
さ
ん
の
手
が
け
た
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
『
わ
が
ま
ま
歩

き

釜
山
・
慶
州
』
改
訂
版

も
１３
年
１２
月
、
実
業
之
日
本

社
か
ら
発
売
さ
れ
た
。現
在
、

多
く
の
釜
山
関
連
の
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
が
出
版
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
ら
と
の
違
い
に
つ

い
て
桃
井
さ
ん
は
「
タ
イ
ム

リ
ー
さ
」
だ
と
即
答
し
た
。

通
常
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は

３
年
に
２
回
の
ペ
ー
ス
で
改

訂
さ
れ
の
で
、
情
報
は
古
く

な
る
。「
や
っ
ぱ
り
思
い
入
れ

が
違
う
の
と
、
両
方
の
観
光

事
情
を
見
て
い
る
私
が
、
日

本
人
の
観
点
で
作
っ
て
い
る

こ
と
。
日
本
人
の
趣
向
や
興

味
も
そ
の
時
々
で
変
わ
っ
て

く
る
か
ら
、
自
分
が
フ
レ
ッ

シ
ュ
な
感
覚
じ
ゃ
な
い
と
」

一
方
、『
大
邱
び
よ
り
』は
、

大
邱
市
と
韓
国
観
光
公
社
か

ら「
自
分
た
ち
も
作
り
た
い
」

と
い
う
話
し
か
ら
始
ま
っ

た
。
桃
井
さ
ん
は
両
誌
以
外

に
、
他
社
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
手
が
け
た

り
、
日
本
で
マ
ッ
コ
リ
の
Ｐ

Ｒ
を
し
た
り
と
大
忙
し
だ
。

「
広
告
営
業
も
全
部
、
自
分

で
や
っ
て
い
る
か
ら
大
変
で

す
よ
」と
言
い
つ
つ
、そ
の
表

情
は
生
き
生
き
し
て
い
る
。

１
日
発
行
の
『
大
邱
…
』

秋
号
で
は
、
郊
外
に
ス
ポ
ッ

ト
を
当
て
た
。
「
大
邱
の
旅

で
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
ま
せ
ん
か

と
い
う
こ
と
で
心
や
身
体
に

効
く
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
中

心
に
紹
介
し
て
い
る
」

桃
井
さ
ん
に
は
、
頑
張
る

自
分
の
姿
を
見
せ
た
い
人
た

ち
が
い
る
。
在
日
韓
国
人
男

性
と
結
婚
し
た
妹
夫
婦
の
子

ど
も
た
ち
だ
。
「
今
は
違
う

け
ど
最
初
は『
あ
そ
こ
の
家
、

韓
国
人
』
と
言
う
人
た
ち
も

い
た
。
多
分
、
甥
た
ち
も
嫌

な
思
い
を
し
た
と
思
う
。
で

も
私
が
韓
日
を
行
き
来
し
な

が
ら
仕
事
を
す
る
こ
と
で
、

何
か
を
感
じ
て
く
れ
た
ら
嬉

し
い
」

現
在
の
韓
日
関
係
に
つ
い

て
は
「
個
々
の
関
係
に
は
大

き
な
支
障
は
な
い
と
思
う
。

実
際
、
日
本
の
方
が
来
て
み

る
と
『
反
日
と
い
う
よ
り
、

皆
さ
ん
親
切
で
驚
い
た
』
と

い
う
声
も
聞
く
。
私
が
し
て

い
る
こ
と
は
微
力
で
す
が
、

韓
国
に
行
っ
て
み
よ
う
か
な

と
い
う
き
っ
か
け
の
一
つ
に

な
れ
ば
嬉
し
い
」
と
話
す
。

今
度
は
韓
国
の
人
た
ち
向

け
に
、
自
身
の
故
郷
で
あ
る

札
幌
を
案
内
す
る
『
札
幌
び

よ
り
』（
韓
国
語
版
）を
１５
年

１
月
初
旬
に
発
行
す
る
。

桃井のりこさん

高麗時代に製作された八万大蔵経

俳
優
経
験
者
の

参
加
者
を
公
募

日
韓
交
流
セ
ン
タ
ー

日
韓
演
劇
交
流
セ
ン
タ
ー

は
、
１０
月
に
実
施
す
る
「
２

０
１
５
韓
国
現
代
戯
曲
ド
ラ

マ
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

俳
優
オ

ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
」
の
俳
優
経

験
者
を
募
集
し
て
い
る
。

上
演
作
品
は
『
木
蘭
姉
さ

ん
』
（
作
�
キ
ム
・
ウ
ン
ソ

ン
）
、
『
五
重
奏
』
（
作
�
キ

ム
・
ユ
ン
ミ
）、『
ア
リ
バ
イ

年
代
記
』
（
作
�
キ
ム
・
ジ

ェ
ヨ
プ
）。

１０
月
１５
日
１０
時
半
か
ら
オ

ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
。
会
場
は
ブ

レ
ヒ
ト
の
芝
居
小
屋
（
東
京

・
練
馬
区
）。
公
演
（
予
定
）

は
１
月
１５
～
１８
日
。
会
場
は

シ
ア
タ
ー
ト
ラ
ム
（
東
京
・

世
田
谷
区
）。

希
望
者
は
、
写
真
付
き
プ

ロ
フ
ィ
ー
ル
（
年
齢
、
身
長

は
必
須
）
、
希
望
作
品
、
志

望
理
由
を
明
記（
書
式
自
由
）

の
う
え
、
郵
送
ま
た
は
メ
ー

ル
で
申
し
込
み
。
必
ず
件
名

に
「
２
０
１
５
日
韓
リ
ー
デ

ィ
ン
グ
」
と
す
る
こ
と
。
２６

日
１８
時
必
着
。
問
い
合
わ
せ

は

akira@
tee.co.jp

◆鳥の演劇祭７
１３～２８日。鳥の劇場と鹿野

町内各所（鳥取市鹿野町）。
ニューヨーク、パリ、ソウ

ル、東京、宮崎、鳥取から集
まった実
演家たち
による上
演と、地
元で生ま
れた作品
を紹介。

韓国の
サダム・ムーブメント・ラボ
ラトリーは、身体表現の可能
性を追求している劇団。作品
「ヒューマン・コメディー」
は、「家族」�写真�「くし
ゃみ」「追跡」の３作で構成
される。悲哀とユーモアに満
ちた、人間的な笑いを届ける。

上演は１３日１９時半、１５日１８
時半。料金２５００円、中高生５００
円、小学生無料。会場は特設
テント劇場。

各種プログラムの予約・申
し込み受け付けは、「鳥の演
劇祭」予約窓口（０８５７・８４・３２
６８）。詳細はウェブ・サイト

www.birdtheatre.org/engekis
ai/

◆Ｒｙｕの韓流ドラマ・コン
サート

〈東京公演〉１０月４日。き
ゅりあん（東京・品川区）。１５時
開演。

〈大阪公演〉
８日。メルパル
クＯＳＡＫＡ
（淀川区）。

入場料各８８００
円。チケットは
ハーモニー（０３・３４７２・５１１０）、
チケットぴあ（０５７０・０２・９９９９）
Ｐコード：２３９―５０６。

「冬のソナタ」ＯＳＴで日
本デビュー１０周年を迎える、
韓流歌手の代表的存在である

Ｒｙｕ�写真�をはじめ、キ
ム・テフン、ＵＲｓ（ユー・
ジソン）、バラダンが出演。

問い合わせはハーモニー。

◆東京フィルハーモニー交響
楽団 第８５３回サントリー定
期シリーズ

１０月２１日。サントリーホー
ル（東京・港区）。１９時開演。
Ｓ席７７００円ほか。

世界的ピアニストでもある
指揮者、ミハイ
ル・プレトニョ
フをはじめ、チ
ョン・ミョンフ
ンら名だたる指
揮者の絶賛を集
める２０歳の天才

ピアニスト、チョ・ソンジン
�写真�が登場。プレトニョ
フ自ら編曲したショパンのピ
アノ協奏曲と、スクリャービ
ンの秘曲などを披露。

申し込み・問い合わせは東
京フィルチケットサービス
（０３・５３５３・９５２２）平日１０～１８
時。

◆東医宝鑑アカデミー・特別
講義「韓医学の父・ホジュン
『東医宝鑑』から学ぶ暮らし
の中の韓方」

１０月１０日。韓国文化院ハン
マダンホール（東京・新宿区）。
１９～２０時半。募集３００人。同
院ホームページ「応募イベン
ト」から申し込み。応募多数
の時は抽選。当選者のみ確認
書をメールする。締切は２１
日。

講師は韓医学博士の李尚宰
さん。『東医宝鑑』や韓国伝
統の薬草文化を解説し、身近
な素材を使って、体質やから
だの状態にあわせた韓方茶の
ブレンド方法などを紹介す
る。韓方茶の体験も。

問い合わせは同アカデミー
東京事務局（０８０・３７３１・１０７５）。

◆第４０回日・韓美術交流会展
１６～２０日。韓国文化院ギャ

ラリーＭＩ（東京・新宿区）。
１０～１７時（最終日１５時まで）。

主催の日韓美術交流会は両
国の美術家が展覧会を通して
交流を深めてきた。

今回は韓国側から４０点、日
本側は１１点の絵画や民画、水
彩画、写真、書などを展示。

問い合わせは同会（０３・３３２７
・０９８９）。

◆２０１４年度日韓文化交流基金
講演会「～教授は踊る～伝統
舞踊修行を通して得た日韓文
化交流の秘訣」

２６日。日韓文化交流基金会
議室（東京・港区）。１８時半
開講。無料。要申し込み。２５日
までに電話（０３・５４７２・４３２３）、
ＦＡＸ（０３・５４７２・４３２６）。名
前、連絡先（電話番号、メー
ルアドレス）、所属を記入。
担当青嶋・大田。定員４０人。

講師は毎日新聞ソウル特派
員、支局長として韓国で約７
年を過ごした大澤文護さん
（千葉科学大学教授）。韓国
伝統舞踊の名手、李周�さん
と出会い、師事する機会を得
た大澤さんは、舞踊の修習を
通して日韓の違いとその違い
を埋めるヒントを探った。体
験談とともに、秘訣を語る。

篠原一夫作
「赤富士」

宋徳成作
「花」

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

『
大
邱
び
よ
り
』
秋
号
を

読
者
１０
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
す
。は
が
き
に
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

番
号
を
記
入
の
上
、
〒
１
０

６
―
８
５
８
５

東
京
都
港

区
南
麻
布
１
―
７
―
３２

民

団
新
聞
社
「
読
者
プ
レ
ゼ
ン

ト
」
係
。
２５
日
必
着
。
当
選

者
の
み
郵
送
。

豊
臣
秀
吉
の
朝
鮮
出
兵

（
壬
辰
倭
乱
）
の
際
に
捕
ら

え
ら
れ
、キ
リ
シ
タ
ン
大
名
、

小
西
行
長
に
養
育
さ
れ
た
女

性
の
生
涯
を
描
い
た
、
劇
団

わ
ら
び
座
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「
ジ
ュ
リ
ア
お
た
あ
」
が
２５

日
、
東
京
の
練
馬
文
化
セ
ン

タ
ー
大
ホ
ー
ル
で
上
演
さ
れ

る
。壬

辰
倭
乱
で
両
親
を
失
っ

た
ジ
ュ
リ
ア
は
、
薬
を
扱
う

商
家
の
次
男
で
も
あ
っ
た
行

長
の
影
響
で
、
薬
草
の
知
識

に
造
詣
を
深
め
、
ま
た
、
洗

礼
も
受
け
て
信
者
と
な
る
。

行
長
が
関
ヶ
原
の
戦
い
に
敗

れ
て
斬
首
さ
れ
た
後
、
徳
川

家
康
に
仕
え
る
身
と
な
っ
た

ジ
ュ
リ
ア
に
思
い
が
け
な
い

事
態
が
起
こ
る
。

わ
ら
び
座
は
こ
れ
ま
で

に
、
朝
鮮
通
信
使
を
テ
ー
マ

に
し
た
「
つ
ば
め
（
チ
ェ

ビ
）」、
朝
鮮
陶
工
を
素
材
に

し
た
「
百
婆
」
な
ど
、
韓
国

を
題
材
に
し
た
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
作
品
を
手
が
け
て
き
た
。

今
作
で
、
韓
半
島
か
ら
日

本
に
連
れ
て
来
ら
れ
、
日
本

の
土
に
な
っ
た
実
在
の
人

物
、
ジ
ュ
リ
ア
を
演
じ
る
碓

井
涼
子
さ
ん
は
「
宗
教
や
文

化
な
ど
の
違
い
を
乗
り
越
え

て
、
お
互
い
が
信
じ
る
こ
と

を
分
か
ち
合
っ
て
生
き
て
い

く
こ
と
、
一
人
ひ
と
り
が
種

と
な
っ
て
乾
い
た
大
地
に
花

を
咲
か
せ
る
こ
と
を
、
こ
の

作
品
は
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て

い
る
。
自
分
の
信
じ
る
道
を

生
き
る
ジ
ュ
リ
ア
の
姿
が
希

望
と
な
っ
て
多
く
の
皆
さ
ま

に
届
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
」
と
話
す
。

昼
の
部
１４
時
開
演
、
夜
の

部
１８
時
半
開
演
。
料
金
６
０

０
０
円
。チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ（
Ｐ

コ
ー
ド
／
４
３
８
―
１
５

２
）
、
わ
ら
び
座
関
東
・
東

海
事
務
所
（
０
４
８
・
２
８

６
・
８
７
３
０
）。

年
内
の
各
地
公
演
日
程
に

つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
全

国
公
演
営
業
部
（
０
１
８
７

・
４
４
・
３
３
１
６
）。

碓
井
涼
子
さ
ん

海
印
寺

憧
れ
の
高
麗
大
蔵
経

３
世
の
呉
美
保
さ
ん
栄
冠

モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル

世

界

映

画

祭

最
優
秀
監
督
賞
に

釜釜山山大大好好きき「「ＰＰＲＲ大大使使」」
プロデューサー桃井のりこさん

魅
力
を
日
本
人
の
眼
で

ふ
ら
っ
と
訪
ね
る
き
っ
か
け
に

信じる道生きた

ジュリアの物語
劇団わらび座が東京公演

（６）２０１４年９月１０日（水曜日）民 団 新 聞（第３種郵便物認可）第２７８８号
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